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第一日   平成二十七年三月十日           開  議  午前九時五十九分  

 

【開会前に事務局長より、十二番横山哲英委員が所用のため、おくれる旨が報告される】  

○委員長（清水孝夫君）  

  ただいまの出席委員数は十二名です。定足数に達しておりますので、ただいまから予算特別委員会を開会いたします。  

  当特別委員会に付託されました案件は、議案第二十五号平成二十七年度藤崎町一般会計予算案から議案第三十号平成二

十七年度藤崎町下水道事業会計予算案までの計六件であります。  

  議案の説明のため、理事者及び参与の出席を求めました。  

  初日の本日は、一般会計予算案を審査いたします。  

  二日目は、国民健康保険（事業勘定）特別会計予算案を初め五件を審査する予定でおります。  

  なお、詳しい審査日程については、お手元に配付しております日程表によりご了承願います。  

  また、審査方法は歳入歳出一括審査といたします。  

  それでは、議事に入ります。審査日程に従い、議案第二十五平成二十七年度藤崎町一般会計予算案を議題とします。  

  歳入歳出予算の説明を求めます。企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  おはようございます。  

  それでは、議案第二十五号平成二十七年度藤崎町一般会計予算案について、その概要をご説明いたします。  

  まず、予算書の五ページをお開きください。本案につきましては、第一条において、歳入歳出予算の総額をそれぞれ七

十 億 七 千 万 円 と 定 め る も の で 、 前 年 度 に 比 較 い た し ま す と 八 億 一 千 五 百 万 円 、 一 〇 ・ 三 ％ の 減 と な り ま し た 。 な お 、 歳



 - 5 - 

入歳出予算の款項区分ごとの金額は六ページから十ページまでの第一表歳入歳出予算のとおりでございます。  

  第二条は債務負担行為を設定するもので、内容につきましては十一ページに掲載しております。  

  第三条は地方債の借り入れについて、十二ページのとおり予定しているもので、その限度額は五億一千九百七十万円で

ございます。  

  第四条は一時借入金の最高額を二十億円と定めるものであり、第五条は歳出予算の流用について定めるものでございま

す。  

  十一ページをお開きください。第二表債務負担行為でございます。内容は、藤崎町老人福祉センター指定管理料であり

ま し て 、 期 間 は 平 成 三 十 一 年 度 ま で の 五 年 間 、 限 度 額 は 指 定 管 理 に 要 す る 経 費 を 毎 会 計 年 度 に 予 算 計 上 す る も の で ご ざ

います。  

  十二ページをお開きください。第三表地方債でございます。表の左側から、起債の目的、限度額となりますが、社会保

障 ・ 税 番 号 制 度 シ ス テ ム 整 備 事 業 か ら 臨 時 財 政 対 策 債 ま で 七 つ の 目 的 ご と に 計 上 し て お り ま す 。 合 計 で 五 億 一 千 九 百 七

十万円となっております。これは、昨年度の予算に比較しまして、五億七千九百万円ほど減額となってございます。  

  次に、十五ページをお開きください。十五ページと十六ページは歳入歳出予算事項別明細書で、前年度との比較の表で

ございます。参考までにごらんいただきたいと思います。  

  それでは、歳入歳出の説明に入りますが、まず、歳出のほうから説明をさせていただきます。ページ数でいきますと、

三十七ページをお開きください。  

  歳出、第一款議会費第一項議会費一目議会費は九千六百七十六万一千円を計上いたしました。この主なものは、議員報

酬、職員人件費あるいは旅費等の事務経費が主なものでございます。  

  それから、三十八ページをお開きください。第二款第一項の総務管理費一目の一般管理費として四億二千百八万円を計
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上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の と い た し ま し て 、 一 節 の 報 酬 三 百 八 十 七 万 三 千 円 、 二 節 の 給 料 一 億 二 千 百 一 万 八 千 円 、

三 節 の 職 員 手 当 等 五 千 五 百 七 十 七 万 六 千 円 、 三 十 九 ペ ー ジ に 移 り ま し て 、 四 節 共 済 費 四 千 百 四 十 九 万 三 千 円 の 人 件 費 の

ほ か 、 十 節 公 債 費 百 三 十 万 円 、 そ れ か ら 四 十 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 、 十 三 節 の 委 託 料 一 千 四 百 十 九 万 二 千 円 を 計 上 い

た し ま し た 。 こ の 主 な 内 容 と い た し ま し て は 、 巡 回 バ ス の 業 務 管 理 委 託 料 、 利 益 整 備 支 援 業 務 委 託 料 、 合 併 十 周 年 記 念

式 典 企 画 構 成 委 託 料 が 主 な も の で ご ざ い ま す 。 ま た 、 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 で す が 、 一 億 六 千 七 百 七 十 四 万 五

千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 内 訳 と い た し ま し て は 、 退 職 手 当 組 合 の 負 担 金 一 億 五 千 七 百 九 十 三 万 七 千 円 、 四 十 一 ペ

ー ジ へ 移 り ま し て 、 空 き 家 等 除 去 促 進 事 業 費 補 助 金 五 十 万 円 、 町 内 会 運 営 事 務 費 等 交 付 金 四 百 二 十 四 万 六 千 円 が 主 な も

のでございます。  

  次に、四十二ページをお開きください。二目財政管理費は百九十二万七千円、三目会計管理費は百十四万七千円を計上

いたしました。  

  四目の財産管理費は八千五百八十六万八千円を計上いたしました。その主なものは十二節役務費の庁舎などの公共施設

の 保 険 料 九 百 七 万 三 千 円 、 そ れ か ら 四 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 の 委 託 料 一 千 九 百 九 十 二 万 五 千 円 は 防 災 行 政 無

線保守業務委託料、清掃業務委託料、電気保安業務委託料、庁舎警備業務委託料などでございます。  

  四十四ページをお開きください。五目企画費は二千百九十一万七千円を計上いたしました。主なものは、四十五ページ

へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 、 藤 崎 町 タ ウ ン ガ イ ド ブ ッ ク 作 成 業 務 委 託 料 三 百 五 十 万 円 、 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金

一 千 五 百 九 十 九 万 六 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は ま つ り 実 行 委 員 会 の 補 助 金 六 百 六 十 五 万 円 、 ふ じ さ き 地 域 活 性 化 助 成

金百七十五万円などのほか、津軽広域連合総務費負担金が主なものでございます。  

  六目交通安全対策費は一千六十四万一千円を計上いたしました。主な内容といたしましては、七節賃金は交通整理員賃

金 三 百 五 十 五 万 四 千 円 、 十 五 節 の 工 事 請 負 費 は 二 百 三 十 七 万 六 千 円 で 、 内 容 と い た し ま し て は 道 路 区 画 線 の 工 事 費 、 道
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路標識等の設置工事費でございます。  

  四十六ページをお開きください。十八節備品購入費は交通安全公用車を更新するもので、三百五十八万七千円を計上い

たしました。  

  八目電子計算費は一億五百三十九万三千円を計上いたしました。その主なものは、十三節委託料一億百九十七万一千円

で あ り ま す が 、 そ の 内 容 と い た し ま し て は 、 社 会 保 障 ・ 税 番 号 制 度 シ ス テ ム 整 備 業 務 委 託 料 五 千 五 百 三 十 万 円 の ほ か 、

総 合 行 政 シ ス テ ム 保 守 業 務 委 託 料 、 電 算 シ ス テ ム ネ ッ ト ワ ー ク 保 守 業 務 委 託 料 、 納 付 書 等 印 刷 製 本 業 務 委 託 料 の ほ か 、

四 十 七 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 コ ン テ ン ツ マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 更 新 業 務 委 託 料 、 エ ム フ ィ ル タ ー の 更 新 業 務 委 託 料 が 主

なものでございます。  

  九目の広報編集費は五百万四千円でございます。その主なものとしては、十一節の需用費の広報の印刷経費などが主な

ものでございます。  

  十目の出張所費は三千百四十六万二千円でございますが、この内訳は職員人件費を含めた事務経費が主なものでござい

ます。  

  四十八ページをお開きください。十一目駅業務費は一千三百七十一万円を計上いたしました。主なものは、十三節の委

託 料 一 千 二 百 九 十 八 万 七 千 円 で ご ざ い ま し て 、 内 容 と い た し ま し て は 藤 崎 駅 舎 等 清 掃 業 務 委 託 料 、 自 由 通 路 エ レ ベ ー タ

ー 保 守 点 検 業 務 委 託 料 、 北 常 盤 駅 管 理 運 営 業 務 委 託 料 、 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ （ ぽ っ ぽ ら ） の 指 定 管 理 料 な ど で ご ざ い ま

す。  

  これにより、第一項の総務管理費の総計は六億九千八百十五万九千円となったものでございます。  

  次に、四十九ページへ移りまして、第二款総務費の第二項徴税費になりますが、一目の税務総務費九千七百二万八千円

を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の と い た し ま し て は 、 職 員 人 件 費 の ほ か 、 十 三 節 委 託 料 三 百 六 十 一 万 四 千 円 を 計 上 し
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ております。この内容といたしましては、固定資産地番図加除修正画地見直し業務委託料などでございます。  

  次に、五十ページをお開きください。十九節負担金補助及び交付金ですが、五百七十七万七千円を計上いたしました。

この内容といたしましては、県市町村総合事務組合負担金、単位納税貯蓄組合への補助金が主なものでございます。  

  第三項の戸籍住民登録費一目戸籍住民登録費は、四千百二十九万七千円を計上いたしました。その主なものは職員人件

費 の ほ か 、 五 十 一 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 の 戸 籍 総 合 シ ス テ ム 保 守 業 務 委 託 料 、 十 四 節 使 用 料 及 び 賃 借 料 の

戸籍総合システム・ブックレスソフトウエア使用料などでございます。  

  五十二ページをお開きください。第四項の選挙費一目の選挙管理費は三十三万六千円、それから三目に県議会議員選挙

費六百四十四万円、五十三ページへ移りまして、四目に知事選挙費七百九十万円をそれぞれ計上いたしました。  

  五十四ページをお開きください。五目に町議会議員選挙費七百五十一万八千円、五十五ページへ移りまして、六目に町

長選挙費六百九十七万六千円を計上し、選挙費の総計が二千九百十八万八千円となったものでございます。  

  五十六ページをお開きください。第五項の統計調査費でありますが、一目の統計調査総務費として五百七十万三千円を

計上いたしました。本年は国勢調査の年でありまして、国勢調査の調査員報酬などを計上しております。  

  第六項の監査委員費は、一目の監査委員費百二万一千円を計上いたしております。  

  五十七ページへ移りまして、第三款民生費第一項社会福祉費第一目社会福祉総務費ですが、一億一千七百六十二万八千

円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の は 職 員 人 件 費 の ほ か 、 十 三 節 委 託 料 の 一 千 二 百 二 十 八 万 六 千 円 、 内 容 と い た し ま

しては、ほのぼの交流事業委託料、それから福祉バスの運行業務委託料などでございます。  

  五十八ページをお開きください。十九節負担金補助及び交付金は六千四百三十六万九千円を計上いたしました。その主

な 内 容 は 、 南 黒 地 方 福 祉 事 務 組 合 負 担 金 、 桐 栄 会 ケ ア ハ ウ ス 及 び 在 宅 複 合 施 設 建 設 助 成 金 、 そ れ か ら 町 社 会 福 祉 協 議 会

への補助金などでございます。  
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  二目国民年金費は四百四十六万二千円を計上いたしました。  

  五十九ページへ移りまして、三目の老人福祉費は三千三百九十三万一千円を計上いたしました。その主なものは十五節

の 工 事 請 負 費 一 千 五 百 九 十 八 万 四 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は 藤 崎 陶 芸 ハ ウ ス 改 築 工 事 費 で ご ざ い ま す 。 十 九 節 の 負 担

金 補 助 及 び 交 付 金 で す が 、 五 百 三 十 二 万 二 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 主 な も の は 老 人 ク ラ ブ へ の 補 助 金 な ど で ご ざ い ま

す。二十節扶助費は八百四十万円、これは老人措置費として計上しております。  

  六十ページをお開きください。四目の障害者福祉費として三億四百九十九万三千円を計上いたしました。その主なもの

は 十 三 節 委 託 料 五 百 九 十 一 万 四 千 円 で 、 地 域 生 活 支 援 事 業 委 託 料 な ど で ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 二 十 節 扶 助 費 二 億 九 千 五

百五十六万二千円、その主なものは介護訓練等給付費で二億六千四百三十一万六千円などとなっております。  

  六十一ページへ移りまして、五目老人福祉センター費は一千四十二万四千円を計上いたしました。これは老人福祉セン

ター指定管理料などでございます。  

  六目の重度心身障害者福祉費は二千百十九万円を計上いたしました。その主なものは二十節扶助費二千六十六万九千円、

内容といたしましては重度心身障害者医療費給付費でございます。  

  七目国民健康保険整備費として一億八千五百七十六万九千円を計上いたしました。これは国民健康保険特別会計への繰

出金であります。  

  八目後期高齢者医療整備費は二億三千五百七十九万八千円、これも同じく後期高齢者医療特別会計への繰出金でござい

ます。  

  九目介護保険整備費は二億六千三百三万一千円、これも介護保険特別会計への繰出金であります。  

  十目は臨時福祉給付事業費二千六百五十万円で、給付事業の事務費のほか、六十二ページをお開きください、臨時福祉

給付費二千四百万円を計上いたしております。  



 - 10 - 

  ここで、第一項の社会福祉総務費の総計ですが、十二億三百七十二万六千円となったものでございます。  

  第二項の児童福祉費一目児童福祉総務費は三千五百七十二万五千円を計上いたしました。この主なものは職員人件費で

あります。  

  六十三ページへ移りまして、二目の児童措置費として七億四千三百七十五万五千円を計上いたしました。この主なもの

は十三節委託料二千六百九十四万五千円で、町内各保育所の保育事業委託料などとなっております。  

  それから、六十四ページをお開きください。二十節扶助費七億一千五百三十三万四千円、この扶助費の主なものは、保

育所運営費として五億円、児童手当として二億一千五百三十二万五千円を計上いたしております。  

  三目ひとり親家庭等福祉費は一千十万六千円となっておりまして、主なものは二十節扶助費九百八十万三千円でありま

す。内容といたしましては、ひとり親家庭等医療費給付費であります。  

  四目子育て世帯臨時特例給付事業費は七百十九万六千円を計上いたしました。内容は、子育て世帯臨時特例給付金五百

六十四万円とその事務費でございます。  

  これにより、第二項の児童福祉費の総計として七億九千六百七十八万二千円を計上したものであります。  

  次に、六十五ページへ移りまして、第四款衛生費第一項保健衛生費一目保健衛生総務費として五千四百二十八万七千円

を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の は 職 員 人 件 費 の ほ か 、 六 十 六 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 、 十 三 節 委 託 料 と し て 一 千 四

十 万 三 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は 妊 婦 健 診 業 務 、 乳 児 健 診 業 務 の 委 託 料 で ご ざ い ま す 。 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金

七 百 九 十 四 万 六 千 円 、 こ の 主 な も の は 弘 前 市 二 次 救 急 輪 番 制 病 院 運 営 者 負 担 金 、 弘 前 大 学 医 学 部 附 属 病 院 高 度 救 命 救 急

センター運営費補助金などが主なものでございます。  

  六十七ページへ移りまして、二目保健施設費として四千七百八十八万四千円を計上いたしました。職員の人件費が主な

ものでございます。  
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  三目の予防費には一億百六十四万六千円を計上しております。その主なものは、六十八ページのほうへ移りまして、十

三 節 委 託 料 九 千 六 百 七 十 六 万 一 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 内 容 は 、 子 宮 が ん 、 乳 が ん 検 診 委 託 料 の ほ か 、 予 防 接 種

業務委託料、医療個別健診委託料などが主なものでございます。  

  六十九ページへ移りまして、五目乳幼児及び子ども医療費給付費として三千七百八万円を計上いたしました。その主な

ものは、二十節扶助費三千五百五十二万八千円で、乳幼児及び子ども医療費等給付費であります。  

  六目水道事業費は一千三十八万一千円でございまして、内容といたしましては水道事業会計への負担金及び出資金でご

ざいます。  

  七目は斎場管理費ですが、七百二十六万一千円を計上し、その主なものは十一節需用費の燃料費のほか、十三節の委託

料四百七十万九千円で、火葬業務委託料などでございます。  

  七十ページをお開きください。八目の環境衛生費として百二万三千円を計上しております。  

  九目がん検診推進事業費として三百七十五万九千円を計上いたしました。  

  七十一ページへ移りまして、この結果、第一項の保健衛生費の総額といたしまして二億六千四百七十六万五千円となっ

たものでございます。  

  次に、第二項清掃費一目清掃総務費として一億九千二百二十九万一千円を計上いたしました。その主なものは職員人件

費 の ほ か 、 七 十 二 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 、 十 三 節 委 託 料 三 千 三 百 八 十 九 万 二 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 内 容 は 、

ご み 収 集 運 搬 業 務 委 託 料 な ど が 主 な も の で ご ざ い ま す 。 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 一 億 四 千 百 八 十 七 万 六 千 円 を 計

上 い た し ま し た 。 内 容 と い た し ま し て は 、 弘 前 地 区 環 境 整 備 事 務 組 合 負 担 金 八 千 八 百 七 十 二 万 六 千 円 、 そ れ か ら 黒 石 地

区清掃施設組合負担金五千三百十万円が主なものでございます。  

  七十三ページへ移りまして、第六款農林水産業費でございます。第一項農業費一目農業委員会費として三千四百八十三
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万円を計上いたしました。主な内容といたしましては、職員人件費のほか、農業委員会の運営経費でございます。  

  七十四ページをお開きください。二目の農業総務費でありますが、六千六百三十二万円を計上いたしました。主な内容

は職員人件費などでございます。  

  七十五ページへ移りまして、三目の農業振興費は一億一千百九万一千円を計上いたしました。その主なものは八節の報

償 費 、 農 産 物 拠 点 づ く り ア ド バ イ ザ ー 料 の ほ か 、 七 十 六 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 一 億 百 九

十 三 万 円 、 内 容 と い た し ま し て は 経 営 体 育 成 支 援 事 業 費 補 助 金 、 野 菜 等 産 地 生 産 販 売 力 強 化 事 業 費 補 助 金 、 り ん ご 共 済

制 度 加 入 促 進 事 業 費 補 助 金 、 に ん に く 優 良 品 種 導 入 事 業 費 補 助 金 、 り ん ご 交 信 攪 乱 剤 設 置 事 業 費 補 助 金 、 七 十 七 ペ ー ジ

へ移りまして、りんご共同防除組織体制強化事業費補助金、担い手確保・農地集積事業費補助金などでございます。  

  次に、五目の農地費には一億二千五百五十五万七千円を計上いたしました。その主なものは、七十八ページをお開きく

だ さ い 。 十 五 節 工 事 請 負 費 四 百 二 十 八 万 三 千 円 、 内 容 は 水 路 整 備 工 事 費 な ど で ご ざ い ま す 。 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交

付 金 は 一 億 一 千 八 百 一 万 六 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の は 、 国 営 浅 瀬 石 川 土 地 改 良 事 業 費 負 担 金 、 県 営 基 幹

水 利 施 設 管 理 事 業 費 負 担 金 、 福 島 徳 下 地 区 ほ 場 整 備 事 業 負 担 金 、 七 十 九 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 福 舘 地 区 ほ 場 整 備 事 業 負

担金、農業水利施設保全合理化事業負担金、多面的機能支払交付金などでございます。  

  六目の農業集落排水事業費は一億三千九百八十四万六千円を計上いたしております。これは、藤崎町下水道事業会計の

農業集落排水事業に対する負担金、補助金、及び出資金でございます。  

  七目の水田営農対策費として一千三百十八万五千円を計上いたしました。主なものは、十九節負担金補助及び交付金の

一 千 二 百 六 十 五 万 五 千 円 、 主 な も の は 水 田 農 業 航 空 防 除 事 業 費 補 助 金 、 経 営 所 得 安 定 対 策 直 接 支 払 推 進 事 業 費 補 助 金 、

環境保全型農業直接支払交付金などが主なものでございます。  

  そこで、第一項の農業費の総計は四億九千九十二万二千円となったものでございます。  
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  八十ページをお開きください。第七款商工費第一項商工費一目商工総務費として五十三万円。  

  二目の商工振興費として一千二百五万三千円を計上いたしました。この主なものは、十九節の負担金補助及び交付金と

し て 一 千 百 五 十 二 万 三 千 円 、 内 容 と い た し ま し て は 町 商 工 会 補 助 金 、 特 別 保 証 制 度 保 証 料 給 付 金 、 プ レ ミ ア ム つ き 商 品

券発行補助金などが主なものでございます。  

  それから、三目観光費には九百六十四万五千円を計上いたしました。この主なものは十三節委託料、ふじワングランプ

リ な ど の イ ベ ン ト 関 連 業 務 委 託 料 、 八 十 一 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 八 節 備 品 購 入 費 、 ワ ン タ ッ チ テ ン ト 購 入 費 な ど で ご

ざいます。  

  これにより、第一項の商工費の総計は二千二百二十二万八千円となったものでございます。  

  八十二ページをお開きください。次に、第八款土木費第一項土木管理費一目土木総務費は七千三百八十一万三千円を計

上しております。主なものは職員人件費でございます。  

  次に、八十三ページへ移りまして、第二項の道路橋梁費ですが、一目道路維持費として三千百三十八万九千円を計上い

た し ま し た 。 そ の 主 な も の は 十 五 節 工 事 費 一 千 七 百 七 十 八 万 九 千 円 で 、 内 容 は 防 雪 柵 等 設 置 工 事 費 、 町 道 等 整 備 費 で ご

ざいます。  

  次に、八十四ページをお開きください。二目の道路新設改良費として一億九千十五万六千円を計上しております。その

主 な も の は 職 員 人 件 費 の ほ か 、 八 十 五 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 七 千 六 百 五 十 万 円 、 内 容 は 町 道 整 備 測 量 調 査

等 業 務 委 託 料 、 十 五 節 工 事 請 負 費 は 九 千 五 百 万 円 を 計 上 し て お り ま す 。 主 な 内 容 と い た し ま し て は 、 社 会 資 本 総 合 整 備

交付金による町道等の整備費でございます。  

  三目の除雪事業費は六千六百六十一万一千円を計上しております。内訳といたしましては、十三節の委託料五千百七十

四 万 一 千 円 で 、 除 雪 業 務 委 託 料 、 十 四 節 の 使 用 料 及 び 賃 借 料 は 二 百 六 十 七 万 円 で 、 除 雪 車 の 車 両 借 上 料 が 主 な も の で ご
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ざいます。  

  そこで、第二項の道路橋梁費の総額は二億八千八百十五万六千円となったものでございます。  

  次に、八十六ページをお開きください。第三項の都市計画費二目下水道事業費は一億四千七百二十七万五千円で、これ

は下水道事業会計への負担金、補助金及び出資金でございます。  

  そこで、第三項の都市計画費の総額は一億五千五十一万三千円となったものでございます。  

  第四項住宅費第一目住宅管理費として二億六千九百四十八万一千円を計上いたしました。その主なものは、八十七ペー

ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 二 千 二 百 六 十 七 万 二 千 円 、 主 な 内 容 は 町 営 住 宅 建 築 工 事 監 理 業 務 委 託 料 六 百 五 十 万 円 な

ど で ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 、 十 五 節 の 工 事 請 負 費 二 億 三 千 九 百 八 十 万 八 千 円 は 町 営 住 宅 建 築 工 事 費 、 町 営 住 宅 外 構 工 事

費、町営住宅解体工事費などでございます。  

  次に、八十八ページをお開きください。第九款消防費第一項消防費第一目常備消防費であります。十九節負担金補助及

び交付金として、弘前地区消防事務組合への負担金一億九千九百三十八万五千円を計上いたしました。  

  二目非常備消防費として三千六百九十四万九千円を計上しております。主な内容といたしましては、消防団員報酬のほ

か、費用弁償、県市町村総合事務組合負担金などとなっております。  

  次に、八十九ページへ移りまして、三目の消防施設費一千六百三十一万七千円を計上いたしました。主なものは十八節

備品購入費一千四百十七万九千円で、小型動力ポンプ付積載車購入費でございます。  

  四目の防災対策費は一千二百二十八万二千円を計上いたしました。主なものは十三節委託料、避難場所、ＬＥＤ街灯設

置工事設計業務委託料二百三十三万三千円、十五節工事請負費、道路工事費の九百四十九万九千円などでございます。  

  そこで、一項の消防費の総計は二億六千四百九十三万三千円となったものでございます。  

  九十ページをお開きください。第十款教育費第一項教育総務費一目の教育委員会費として九十一万七千円を計上いたし
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ました。  

  二目の事務局費は二億四千八百七十九万二千円を計上いたしました。主な内容は職員人件費のほか、九十一ページへ移

り ま し て 、 十 三 節 の 委 託 料 二 千 百 九 十 二 万 一 千 円 、 そ の 主 な も の は 避 難 施 設 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 等 導 入 工 事 監 理 業 務 委

託 料 、 九 十 二 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 そ の ほ か ス ク ー ル バ ス の 運 行 業 務 委 託 料 一 千 六 百 六 十 二 万 一 千 円 な ど で ご ざ い ま す 。

十 五 節 の 工 事 請 負 費 九 千 四 百 三 万 四 千 円 と し て 、 内 容 は 避 難 施 設 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 等 導 入 工 事 費 で ご ざ い ま す 。 十 九

節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 は 六 百 六 十 七 万 七 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。 そ の 主 な も の は 、 九 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 各

小 中 学 校 の 各 種 大 会 へ の 出 場 経 費 補 助 金 、 小 中 学 校 の 修 学 旅 行 費 に 対 す る 補 助 金 な ど で ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 、 二 十 節

の 扶 助 費 と し て 一 千 九 百 六 十 万 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内 容 は 、 要 保 護 及 び 準 要 保 護 児 童 生 徒 就 学 援 助 費 な ど で ご ざ い

ます。  

  次に、第三目給食センター費は一億七千二百一万七千円を計上いたしました。この主なものは職員人件費のほか、九十

四 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 、 十 一 節 の 需 用 費 は 一 億 七 十 五 万 八 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内 訳 は 消 耗 品 費 、 燃 料 費 、 光

熱 水 費 、 賄 材 料 費 な ど で ご ざ い ま す 。 十 三 節 の 委 託 料 は 一 千 三 百 六 十 六 万 円 、 そ の 内 容 と い た し ま し て は 学 校 給 食 配 送

業務委託料などが主なものでございます。  

  それから、九十五ページへ移りまして、第一項の教育総務費の総計は四億二千百七十二万六千円となったものでござい

ます。  

  第二項小学校費一目藤崎小学校費は二千三百六十万四千円。  

  それから、九十七ページをお開きください。二目の藤崎中央小学校費は二千八百四十九万九千円。主なものは、九十八

ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 、 十 五 節 工 事 請 負 費 と し て 藤 崎 中 央 小 学 校 正 面 玄 関 等 補 修 工 事 費 六 百 十 四 万 一 千 円 を 計 上 い た

しております。  
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  三目の常盤小学校費は一千九百九万円。  

  それから、百ページをお開きください。第２項の小学校費の総計ですが、七千百十九万三千円となったものでございま

す。  

  次に、第三項中学校費一目藤崎中学校費ですが三千三百九十八万九千円。  

  百二ページをお開きください。二目の明徳中学校費一千八百九十五万七千円を計上しております。  

  そこで、百三ページになりますけれども、第三項の中学校費の総計は五千二百九十四万六千円となったものでございま

す。  

  次に、第四項社会教育費一目社会教育総務費は一億三千三百八十八万八千円を計上しております。この主なものは職員

人 件 費 の ほ か 、 百 四 、 百 五 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 、 十 三 節 の 委 託 料 七 千 二 十 七 万 二 千 円 、 主 な も の は 藤 崎 町 文 化 セ ン

ター等指定管理料六千八百六十九万七千円などでございます。  

  次に、百六ページをお開きください。二目の公民館費として四百三十八万一千円、百七ページへ移りまして、三目の図

書館費は四百六万九千円を計上しております。  

  四目の保健体育費には三千二百七十五万二千円を計上いたしました。その主なものは、百八ページをお開きください、

十 三 節 の 委 託 料 二 千 二 百 二 十 一 万 一 千 円 、 そ の 内 容 は ス ポ ー ツ プ ラ ザ 藤 崎 等 指 定 管 理 料 な ど で ご ざ い ま す 。 十 九 節 の 負

担 金 補 助 及 び 交 付 金 と し て 七 百 五 十 一 万 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内 容 は 、 町 民 運 動 会 実 行 委 員 会 補 助 金 の ほ か 、 町 体 育

協会補助金、県民駅伝競走大会町実行委員会補助金、県民体育大会町実行委員会補助金などが主なものでございます。  

  百九ページへ移りまして、五目文化センター管理運営費ですが、一千三百八十四万五千円を計上いたしました。  

  六目ふれあいずーむ館の管理運営費は四百五万一千円を計上いたしました。  

  次に、百十ページをお開きください。七目常盤生涯学習文化会館管理運営費として六百六十五万二千円を計上いたしま
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した。  

  八目常盤ふるさと資料館管理運営費は二百四万七千円を計上いたしました。  

  百十一ページへ移りまして、第四項の社会教育費の総計が二億百六十八万五千円となったものでございます。  

  次に、第十一款災害復旧費第一項農林水産業施設災害復旧費として四千円を名目計上いたしております。  

  第十二款公債費第一項公債費一目の元金は、十一億七千百九万一千円と、昨年度より大幅に減額しておりますが、これ

は昨年度に縁故資金の借りかえを行ったためでございます。  

  百十二ページをお開きください。二目の利子は一億五千四百四十四万一千円を計上しております。  

  そこで、公債費の元金、利子の総計は十三億二千五百五十三万二千円となったものでございます。  

  百十三ページは、第十三款予備費第一項予備費として一千万円を計上いたしました。  

  以上が歳出の概要となります。  

  次に、歳入の説明に移らせていただきます。  

  十九ページへお戻りいただきたいと思います。歳入、第一款町税第一項町民税として四億四千三百八十一万三千円を計

上いたしました。  

  第二項固定資産税は四億三千九百六万六千円を計上いたしました。  

  三項の軽自動車税は四千百三十二万二千円を計上しております。  

  二十ページをお開きください。第四項町たばこ税として、一億一千七百九十九万八千円を計上いたしました。  

  第二款地方譲与税一項自動車重量譲与税といたしまして四千六百七十万円を計上しております。  

  それから、二項の地方揮発油譲与税ですが二千百三十万円を計上しております。  

  第三款利子割交付金第一項利子割交付金は二百五万円を計上しております。  
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  それから、二十一ページへ移りまして、第六款地方消費税交付金一項地方消費税交付金ですが、二億二千百七十万円を

計上いたしました。  

  次に、第七款自動車取得税交付金第一項自動車取得税交付金は、八百十万円を計上しております。  

  それから、二十二ページをお開きください。第八款地方特例交付金第一項地方特例交付金として六百万円を計上いたし

ました。内容は、減収補塡特例交付金でございます。  

  第九款の地方交付税は三十二億六千五百万円を計上いたしました。内容といたしましては、普通交付税が三十億七千六

百万円、特別交付税として一億八千九百万円を計上しております。  

  第十款交通安全対策特別交付金第一項交通安全対策特別交付金として二百四十万円を計上しております。  

  それから、第十一款分担金及び負担金第一項負担金一目民生費負担金として一億三十八万九千円を計上しております。

そ の 主 な も の は 、 一 節 の 児 童 福 祉 費 負 担 金 と し て 九 千 八 百 三 十 六 万 六 千 円 、 二 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 二 目 の 教 育 費

負 担 金 と し て 七 千 八 百 八 万 八 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。 こ の 主 な も の は 、 小 学 校 、 中 学 校 の 教 育 費 負 担 金 で ご ざ い ま す 。  

  そこで、第一項の負担金の総計は一億七千八百四十七万七千円となったものでございます。  

  第十二款使用料及び手数料ですが、第一項使用料一目衛生使用料が三百七十七万一千円、二目土木使用料が四千百三十

四 万 九 千 円 、 二 十 四 ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 、 第 一 項 使 用 料 の 総 計 は 四 千 五 百 八 十 三 万 五 千 円 と な っ た も の で ご ざ い ま

す。  

  次に、第二項の手数料ですが、総務手数料七百六十五万二千円、二目衛生手数料として五十万円などとなっており、二

十五ページへ移りまして、第二項の手数料の総計は八百五十五万七千円となったものでございます。  

  次に、第十三款国庫支出金第一項国庫負担金一目民生費国庫負担金として四億八千五百七十五万八千円を計上いたしま

し た 。 そ の 主 な も の は 、 一 節 障 害 者 福 祉 費 負 担 金 一 億 四 千 四 百 六 十 一 万 四 千 円 、 二 節 の 国 民 健 康 保 険 整 備 費 負 担 金 と し
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て 七 百 二 十 三 万 七 千 円 、 三 節 の 児 童 福 祉 費 負 担 金 と し て 一 億 八 千 四 百 五 十 万 四 千 円 、 四 節 の 児 童 手 当 負 担 金 と し て 一 億

四千九百四十万二千円を計上いたしました。  

  第一項の国庫負担金の合計は四億八千五百七十九万七千円となったものでございます。  

  二十六ページをお開きください。次に、第二項国庫補助金でありますが、一目民生費国庫補助金は三千九百九十五万六

千円、三目の土木費国庫補助金は二億三千六百四十万円、これは社会資本整備交付金でございます。  

  五目の総務費国庫補助金は一千二百七十三万三千円で、これは社会保障・税番号制度システム整備費補助金でございま

す。  

  そこで、二項の国庫補助金の総計は二億九千三百八十八万四千円となったものでございます。  

  それから、三項の委託金は総計が三百九十二万円八千円となっております。  

  二十七ページへ移りまして、第十四款国庫支出金第一項国庫負担金一目民生費県負担金として二億八千六百三十八万五

千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の は 、 二 節 障 害 者 福 祉 費 負 担 金 七 千 二 百 三 十 万 七 千 円 、 三 節 国 民 健 康 保 険 整 備 費

負 担 金 と し て 五 千 二 百 四 十 九 万 八 千 円 、 四 節 後 期 高 齢 者 医 療 整 備 費 負 担 金 と し て 四 千 八 十 五 万 一 千 円 、 五 節 児 童 福 祉 費

負 担 金 と し て 八 千 五 百 八 十 五 万 一 千 円 、 そ れ か ら 六 節 児 童 手 当 費 負 担 金 と し て 三 千 二 百 九 十 六 万 一 千 円 を 計 上 し て お り

ます。  

  第二項県補助金第二目民生費県補助金として三千二百二十三万二千円。  

  二十八ページをお開きください。三目衛生費県補助金として一億一千八百七十七万三千円、この一億円ほどの増は再生

可能エネルギー等導入事業費補助金によるものでございます。  

  四目農林水産業費県補助金として一億四千三百九十七万円を計上いたしました。これは多面的機能支払交付金の制度変

更や担い手確保の集積事業費補助金、経営体育成支援事業費補助金の増によるものでございます。  
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  そこで、第二項県補助金の総計が二億九千八百六十九万円となったものでございます。  

  二十九ページへ移りまして、第三項委託金は一目総務費委託金として三千九百九十万四千円を計上いたしました。主な

内容は、徴税費委託金一千九百二十九万三千円、統計調査委託金が五百六十九万二千円などとなってございます。  

  次に、第十五款財産収入第一項財産運用収入の一目財産貸付収入として二百五十四万四千円、これは土地賃貸料が主な

ものでございます。  

  それから、二目利子及び配当金として五百三万五千円を計上しております。  

  三十ページをお開きください。第二項財産売払収入、三十一ページへ移りまして、第十六款の寄附金、それから十七款

の繰入金の第一項特別会計繰入金は名目計上でございます。  

  第十七款繰入金の第二項基金繰入金は一億九千五百六十万四千円で、その内訳は公共施設等整備基金繰入金が六千三百

三十万円、減債基金の繰入金が一億三千二百三十万四千円でございます。  

  三十二ページをお開きください。第十八款繰越金として、平成二十六年度の決算見込み額二千万円を計上いたしており

ます。  

  三十三ページへ移りまして、第十九款諸収入第四項受託事業収入ですけれども、一目の農林水産業費受託事業収入とし

て 二 百 九 十 一 万 四 千 円 、 特 定 健 康 診 査 等 受 託 事 業 収 入 と し て 四 百 四 十 七 万 一 千 円 、 受 託 事 業 収 入 の 総 額 が 七 百 三 十 八 万

五千円となったものでございます。  

  次に、第五項の雑入でございます。三目雑入としては六千二百二十五万四千円を計上いたしました。その主なものは、

一 節 の 競 輪 交 付 金 が 一 千 九 百 八 十 万 五 千 円 、 三 節 の 雑 入 と し て 四 千 二 百 十 七 万 七 千 円 ほ ど ご ざ い ま す 。 そ の 主 な も の は

市 町 村 振 興 自 治 宝 く じ 交 付 金 、 心 身 障 害 者 高 額 療 養 費 国 保 加 入 者 分 、 町 村 の 魅 力 発 信 事 業 助 成 金 、 市 町 村 地 域 振 興 力 向

上対策支援事業費助成金、それから原子力施設立地振興対策事業助成金などでございます。  
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  これにより、雑入の総額が六千二百五十二万七千円となったものでございます。  

  三十四ページをお開きください。第二十款町債第一項町債は、それぞれの事業目的に対応して、一目総務債として六千

十 万 円 、 二 目 農 林 水 産 業 債 と し て 二 千 七 十 万 円 、 三 目 土 木 債 と し て 二 億 四 百 八 十 万 円 、 四 目 消 防 債 一 千 四 百 十 万 円 、 五

目臨時財政対策債二億二千万円として、合計で町債の総額が五億一千九百七十万円となったものでございます。  

  以上が歳入の内容でございます。  

  なお、予算書巻末に添付した地方消費税交付金に係る社会保障経費の充当に関する資料は、地方消費税交付金のうち社

会 保 障 財 源 化 分 が 充 当 さ れ る 社 会 保 障 四 経 費 等 の 事 業 に つ い て 、 総 務 省 よ り 予 算 書 に 添 付 す る よ う 要 請 さ れ た も の で

ご ざ い ま し て 、 十 九 億 四 千 五 百 九 十 六 万 四 千 円 の 社 会 保 障 経 費 の う ち 引 き 上 げ 分 の 地 方 消 費 税 九 千 百 三 十 二 万 円 を 一

般財源として充当するものでございます。  

  以上で説明を終わります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  歳入歳出予算の説明が終わりましたので、質疑を行いますが、質疑者はページ数を読み上げてから質疑を願います。  

  これから、歳入歳出全般について質疑を行います。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  ページ数は歳入にかかわるところで、ことしは合併十年、振り返れば早いものだなという思いもあるわけですけれども、

ペ ー ジ 数 で い き ま す と 歳 入 面 で も 交 付 税 措 置 が 減 少 さ れ て い く 段 階 に 入 っ て い く と い う こ と で あ り ま す け れ ど も 、 町 税

の 固 定 資 産 税 が 、 十 九 ペ ー ジ の 固 定 資 産 税 で す ね 。 こ れ が ト ー タ ル と し て 千 百 十 六 万 円 ほ ど 減 額 に な っ て お る ん で す け

れ ど も 、 全 体 と し て 住 宅 、 土 地 、 そ の 辺 が ど れ ぐ ら い 、 金 額 と し て は 千 百 万 円 ほ ど の 減 と い う こ と な ん で す け れ ど も 、

住 宅 、 土 地 な ど の い わ ゆ る 評 価 と い う か 、 そ れ に 基 づ い て や っ た ん で し ょ う け れ ど も 、 こ の 算 定 の 基 礎 を 示 し て い た だ
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きたいと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  税務課長。  

○税務課長（横山精逸君）  

  固定資産税の算定に当たっては、平成二十六年十一月末現在の課税台帳に登録している固定資産について評価がえを考

慮 し た 評 価 額 に 基 づ い て 算 定 し て お り ま す 。 土 地 、 家 屋 、 償 却 資 産 を 合 わ せ て 固 定 資 産 全 体 の 課 税 標 準 額 三 百 十 八 億 三

千 八 百 万 円 余 り に 税 率 一 ・ 四 ％ を 乗 じ て 得 た 四 億 四 千 五 百 七 十 三 万 四 千 円 の 調 定 見 込 み に 対 し て 、 九 七 ％ の 収 納 率 を 見

込んで四億三千二百三十六万二千円の収入を見込んだものでございます。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  固定資産税の課税客体といいますか、三百十八億ほどの一・四％ということで試算したということなんですけれども、

課税客体そのものの算定はどういうふうにしてやられたんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  税務課長。  

○税務課長（横山精逸君）  

  課税客体の算定に当たっては、土地については評価がえということで標準宅地とかそういうのを参考にして評価がえを

し て ご ざ い ま す 。 そ し て 、 家 屋 に つ い て も 減 少 と な る 点 に つ い て は 家 屋 の 建 物 が 経 過 年 数 に 伴 い 下 落 す る た め 、 そ の 下

落係数を掛けて算出したものでございます。以上でございます。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑ありませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  ページ数でいきますと、歳出のほうなんですけれども、六十三ページ、児童措置費、それから保育所運営費にかかわる

こ と で す け れ ど も 、 保 育 所 運 営 費 と し て 五 億 円 ほ ど 費 や さ れ て 予 算 計 上 さ せ て お る わ け で あ り ま す 。 そ の 中 で 、 私 が 聞

き た い の は 児 童 措 置 費 の 中 で 西 中 野 目 保 育 所 三 十 万 円 、 小 畑 保 育 所 三 十 万 円 、 こ れ は 児 童 措 置 費 の と こ ろ で す け れ ど も 、

ふ じ 保 育 園 二 百 八 十 一 万 と い う こ と に な っ て お る ん で す け れ ど も 、 何 か 、 他 と 比 べ て 西 中 野 目 保 育 所 、 小 畑 保 育 所 が 金

額 的 に は か な り 少 な い な と い う 感 じ を 受 け る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の 計 上 の 理 由 は ど う い う 根 拠 に 基 づ い て い る の で

しょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。西中野目保育所の事業委託料は延長保育促進事業のみで三十万円計上しております。また、小畑保

育 所 保 育 事 業 委 託 料 も 同 じ く 延 長 保 育 促 進 事 業 の み で 三 十 万 円 計 上 し て お り ま す 。 他 の 保 育 所 に つ き ま し て は 、 そ の 他

の 一 時 預 か り で す と か 、 そ う い う 事 業 も や っ て お り ま す の で 、 そ れ ら も 計 上 し て お り 、 金 額 が 多 く な っ て い る と い う こ

とでございます。以上であります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  
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  保育所の子育て支援にもかかわることなのでお聞きしたいんですけれども、子ども・子育て支援の新制度が四月から実

施 さ れ る わ け で ご ざ い ま す 。 そ れ で 、 関 連 し て 保 育 料 に つ い て お 聞 き し た い の で す け れ ど も 、 こ の 間 、 年 少 扶 養 控 除 が

廃 止 に な っ た と い う よ う な こ と も あ っ て 、 早 い 話 、 新 し く 新 入 児 と い い ま す か 、 新 し く 入 っ て き た 人 は 値 上 げ し て も い

い で す よ と い う 算 定 も 可 能 な ん で す よ と 示 さ れ て も い る ん だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 こ の 保 育 料 の 算 定 を ど の よ う に 平

成 二 十 七 年 度 や っ て い く つ も り な の か 。 こ れ ま で の 保 育 料 と 基 本 的 に 変 わ り が あ る の か 、 値 上 げ に な る の か ど う か 、 そ

の点についてお聞きしたいと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  平成二十七年度の予算の保育料の積算の方法についてというご質問ですので、お答えいたします。保育料につきまして

は 、 新 し い 制 度 に お い て も 国 が 定 め る 階 層 区 分 は 八 階 層 区 分 で 、 今 ま で と 同 じ で あ り ま す 。 こ れ ま で は 主 に 所 得 税 の 税

額 で そ の 階 層 区 分 を 行 っ て お り ま し た が 、 新 制 度 で は 主 に 住 民 税 所 得 割 額 で 階 層 が 区 分 さ れ る こ と に な り ま す 。 平 成 二

十 七 年 度 予 算 案 の 保 育 料 の 積 算 に 当 た り ま し て は 、 階 層 ご と の 保 育 料 は 各 階 層 区 分 と も に 今 年 度 、 今 ま で と 同 様 の 金 額

で 行 っ て お り ま す 。 例 え ば 藤 崎 町 で 一 番 多 い 階 層 が 五 階 層 な ん で す け れ ど も 、 五 階 層 の 三 歳 以 上 児 の 保 育 料 は 平 成 二 十

六 年 度 も 二 十 七 年 度 も 二 万 五 千 円 と 同 額 で す が 、 そ の 階 層 区 分 が 平 成 二 十 六 年 度 は 所 得 税 額 四 万 円 以 上 十 万 三 千 円 未 満

の 方 が 対 象 で し た が 、 二 十 七 年 度 は 住 民 税 所 得 割 額 九 万 七 千 円 以 上 十 六 万 九 千 円 未 満 の 方 が 対 象 と な り ま す 。 な お 、 階

層 区 分 要 件 を 今 ま で の 所 得 税 額 か ら 住 民 税 所 得 割 額 に 変 更 す る に 当 た っ て は 、 国 の ほ う で は 今 ま で の 階 層 ご と の 推 定 年

収 と 年 少 控 除 廃 止 に よ る 影 響 額 を 考 慮 し て 各 区 分 ご と の 住 民 税 所 得 割 額 を 定 め て い る と い う ふ う な こ と を 県 の 説 明 会 の

ほ う で 説 明 を 受 け て い ま す 。 お お む ね 現 行 の 利 用 者 負 担 の 水 準 と 二 十 七 年 度 も 同 程 度 で は な い か と 思 っ て お り ま す 。 以
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上であります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  同程度で年少控除の部分の影響が出ないように措置をとるというようなことなんですけれども、保育所の料金は条例に

もないので、議会が通ってどの段階で保育料は最終的に決めていくんでしょうか。この点はどうでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。今年度といいますか、平成二十七年四月からの保育料につきましては、予算通過後、新たな規則を

定めていきたいと考えております。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。工藤委員。  

○工藤健一委員  

  九十二ページの十五節工事請負費の避難施設再生可能エネルギー等工事費、これどういう工事するんですか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  学務課長。  

○学務課長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。今回の避難施設再生可能エネルギー等導入工事費については、藤崎小学校と中央小学校の太陽光の
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発 電 並 び に 蓄 電 池 の 整 備 を す る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 ち な み に 発 電 の 能 力 で は 二 十 キ ロ ワ ッ ト 、 蓄 電 池 に つ い て も

同じく二十キロワットを予定しております。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  八十四ページの第八款土木費第二項道路橋梁費二目道路新設改良費について聞きたいと思います。この中に消融雪溝に

つ い て の 関 連 し て の 予 算 が 含 ま れ て い る と 思 い ま す け れ ど も 、 消 融 雪 溝 は 冬 場 の 除 排 雪 に 大 変 町 民 か ら も 要 望 が 高 い と

思いますけれども、今年度の工事計画について伺いたいと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。今年度の工事内容でございますが、十五節の工事請負費九千五百万円のうち、この中では柏木堰の

消 融 雪 溝 工 事 が 約 三 千 万 ほ ど 計 画 し て お り ま す 。 今 年 度 で 柏 木 堰 に つ き ま し て は 工 事 終 了 と い う 予 定 に な っ て お り ま す 。

あと、若柳地区の融雪施設工事、これが二千五百万円ほど計画しております。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  消融雪溝については、厳しい財源の中で一挙にはなかなかできないと思いますけれども、なるべく計画的に整備してほ

し い と 思 い ま す け れ ど も 、 一 番 問 題 に な る の は 冬 場 の 豪 雪 時 に 消 融 雪 溝 を 利 用 す る の が 集 中 す る と 。 そ れ に 対 し て の 苦
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情 や 要 望 が い ろ い ろ あ る か と 思 い ま す け れ ど も 、 こ の 辺 の 消 融 雪 溝 の 供 用 に な っ た 部 分 の 利 用 規 則 と い い ま す か 、 受 益

者 が ど の よ う に 利 用 し て い く の か と い う の を 地 元 の 人 た ち が 話 し 合 い の 中 で 決 め て い く の が 、 利 用 す る の が 一 番 い い か

と思いますけれども、その辺の実態はどのようになっておりますか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。新規に整備する地区につきましては、例えば柏木堰地区につきましては止水板の管理、あるいは電

源 の ス イ ッ チ の 入 れ る 切 る と か の 管 理 を お 願 い し て お り ま し て 、 そ れ で 運 営 し て い た だ い て お り ま す が 、 そ の ほ か の 既

設 の 地 区 に つ き ま し て は 明 確 な そ う い う 決 ま り が ご ざ い ま せ ん の で 、 今 年 度 、 二 十 七 年 度 か ら は 設 置 し て い る 町 内 会 を

対象に、この管理につきましてはもう一度規則なり決まりなりを協議していきたいと思っております。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  ページ数は八十七ページです。十五節の工事請負費、町営住宅の建設関係についてお尋ねいたします。この事業は社会

資 本 整 備 事 業 の 一 環 で や っ て い る 事 業 だ と 思 い ま す け れ ど も 、 と こ ろ で 今 年 度 、 二 十 七 年 度 の 町 営 住 宅 建 築 工 事 費 一 億

八 千 万 ぐ ら い 計 上 し て い る わ け で ご ざ い ま す が 、 こ れ の 内 容 、 こ と し は 何 棟 ぐ ら い の 建 築 を 見 込 ん で の 金 額 な も の で す

か。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  
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○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。この一億八千百万円につきましては、五棟の十戸を予定しております。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  これは補助金的な事業でありますので、補助金つかないと工事が進んでいかないものだと思いますけれども、このまま

で い け ば 当 初 は 大 体 二 十 七 年 度 ぐ ら い で 工 事 終 了 す る よ う な 予 定 で あ っ た ん で す け れ ど も 、 こ の ま ま の ペ ー ス で い け ば

もう三年ぐらいは多くかかるような気がしますけれども、その点どう考えておりますか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  吉村委員のおっしゃるとおり、当初計画では今の第二水木団地につきましては二年で完成する予定ではございましたが、

交付金の減額の交付が続いておりますので、現時点では二十九年の完成ということで予定してございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  それに関連いたしまして、解体工事費も予算計上しておりますけれども、今あそこ、たしか見た段階では棟で五棟ぐら

い残っているんでないかなと思っているんですけれども、これ全部解体するんですか。  

○委員長（清水孝夫君）  
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  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  この解体工事につきましては、四棟の二十戸現在残っております。これを全て解体する計画でございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  これ、今年度解体してしますけれども、そこに入っている入居者のあれはどういう方法を考えているんですか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  入居者につきましては、二十六年度で全て入居者の移動は終了いたしますので、全て空き家という状態になりますので、

全部解体は可能でございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  ページ数は八十五ページの十三節の町道整備測量調査等業務委託料を計上しておりますけれども、この内容の概要をち

ょっとお尋ねします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  
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○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。この委託料につきましては、中島、小畑、矢沢地区の消融雪溝整備の実施設計及び村井白子線の消

融雪溝の実施設計、あと橋梁点検の結果による補修箇所の実施設計でございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  今の答弁で、中島、小畑、あっちのほうの消融雪溝の整備する業務設計委託費も入っていると言いますけれども、県道

も 今 、 元 の 国 道 が 格 下 げ に な り ま し て 県 道 に な っ て い る わ け で す け れ ど も 、 そ れ の 調 査 費 と か そ う い う の も 含 ん で い る

ものですか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えします。面的整備ということになりますので、町道、県道全て含んだ形での実施設計になります。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  トイレ休憩のため、暫時休憩いたします。  

  再開時刻は十一時十五分です。  

休  憩  午前十一時  四分  

                                                   

再  開  午前十一時十五分  
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○委員長（清水孝夫君）  

  休憩前に引き続き、会議を開きます。  

  ほかに質疑はありませんか。工藤委員。  

○工藤健一委員  

  さっきの吉村委員の引き続きなんですけれども、八十七ページの委託料の町営住宅建設工事監理業務委託料なんですけ

れ ど も 、 こ れ は 水 木 団 地 の 件 だ と 思 い ま す け れ ど も 、 こ れ は 設 計 も 全 部 や り 直 し 、 設 計 業 者 の 選 定 も や り 直 し に な る ん

ですか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。設計につきましては、残りの分全て、水木第二団地分全て設計はもう終了しておりますので、やり

直しということはないです。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  工藤委員。  

○工藤健一委員  

  それでは、設計のほうは全部の工事が終了した。監理業務は毎年せばもらうんですか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  



 - 32 - 

  監理業務につきましては、毎年度ということになります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  同じ八十七ページのみどり団地外壁改修設計業務委託料となっておるんですけれども、これは外壁だはんで素直に解釈

す れ ば 外 壁 だ け な ん で し ょ う け れ ど も 、 老 化 部 分 だ と か そ う い う 部 分 だ と か は 全 然 入 っ て い な い と い う 解 釈 で よ ろ し い

ん で す か 。 何 か そ う い う 部 分 が 傷 ん で い る 箇 所 も 見 ら れ る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 は 弾 力 的 に や る 必 要 は な い ん で し ょ

うか。どういう内容でやるんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  今回のこの委託料につきましては、外壁部分についての改修ということで計画しております。外壁にひび割れ及び剝落

等 が 目 立 っ て き て お り ま し て 、 危 険 な 箇 所 も 目 立 っ て き た も の で 、 早 期 に 改 修 す る 必 要 が あ る と い う こ と で 外 壁 を 先 に

改修するという設計の委託でございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  百八ページの教育費社会教育費の四目保健体育費の十九節にある町民運動会実行委員会補助金、これが百万円と、去年

よ り 減 額 に な っ て お り ま す け れ ど も 、 そ れ と 県 民 駅 伝 大 会 実 行 委 員 会 の 補 助 金 、 こ れ も 去 年 よ り 減 額 に な っ て お り ま す
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けれども、減額になった要因はどのような要因で減額されたのか、伺います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（小杉利彦君）  

  お答えいたします。まず、町民運動会、平成二十六年度は合併十周年記念事業ということで二十一の町内会のご参加を

い た だ き ま し て 実 施 さ せ て い た だ き ま し た 。 運 動 会 に つ き ま し て 何 年 か や っ て い な か っ た 経 緯 も ご ざ い ま し て 、 そ れ か

ら 十 周 年 記 念 事 業 と い う こ と で 二 十 六 年 度 に つ き ま し て は 百 三 十 万 ほ ど の 予 算 、 い ろ い ろ 用 意 等 も ご ざ い ま す の で 見 込

ん で 補 助 金 と し て 支 出 し た わ け で す が 、 来 年 度 に つ き ま し て は 十 周 年 記 念 事 業 と い う こ と で な く て 、 こ れ か ら 今 後 継 続

し て い く と い う 方 向 で 、 こ と し の 実 績 も 踏 ま え て こ の 予 算 の 中 で 実 施 で き る だ ろ う と 、 そ う い う 見 込 み で 減 額 に は な り

ましたが、百万ほど計上させていただいているところでございます。  

  それから、県民駅伝の補助金でございますが、中身をこれまでユニフォームとかそういった部分で毎年これまで支給し

て い た も の が ご ざ い ま す 。 そ う い っ た も の を 少 し 毎 年 と い う こ と で は な く て 、 使 え る も の は ま た 継 続 し て 使 っ て い こ う

ということで、そういった部分で減額になってございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  前段の町民運動会ですけれども、以前やめることになったとき、私がこれについてなぜやめるのかということを随分質

疑 し た 記 憶 が あ り ま す け れ ど も 、 去 年 復 活 し て こ の 運 動 会 は ぜ ひ 継 続 し て 、 さ ら に 大 き く 拡 大 す る と い い ま す か 、 参 加

者 の 増 加 を 目 指 す も の だ と 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 こ と し は 減 額 に な っ た と い う こ と は 去 年 の 大 会 で あ る 程 度 道 筋
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がついてこうなったと理解していいのか、町長の考え方を伺います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  今、奈良岡委員の質問にお答えするわけですが、三年ほどちょっと休んだ経緯がございます。これは町内会も集めてい

ろ い ろ 審 議 し た 結 果 、 前 町 長 さ ん と そ の と き の 生 涯 学 習 課 長 さ ん の 判 断 で 、 な か な か 参 加 、 町 内 が 少 な い か ら と い う こ

と で 閉 じ た 、 休 会 し た 経 緯 も あ り ま し た 。 合 併 十 周 年 と い う こ と で 、 去 年 足 か け 十 周 年 と い う こ と で 、 も う 春 、 雪 消 え

る こ ろ か ら と に か く や り た い と 、 最 近 地 域 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン づ く り も ち ょ っ と 薄 れ て き て い ま す の で 、 八 月 に 運 動

会 は ぜ ひ や り た い と い う こ と で 、 多 く の 町 内 会 の ご 意 見 も 聞 き な が ら 、 そ れ を 鋭 意 進 め て き た わ け で ご ざ い ま す 。 町 内

の ほ う か ら も た く さ ん 要 望 が 出 ま し た け れ ど も 、 テ ン ト 張 り は 役 場 職 員 が 一 生 懸 命 や っ た り 、 あ る い は 午 前 中 で 終 わ っ

て ま た そ の 後 地 域 に 持 ち 帰 っ て ま た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 っ た り と い う こ と で 、 大 体 三 十 数 万 ぐ ら い 減 額 し た の は 、

い ろ い ろ や っ て 改 め て 備 品 と か 準 備 し な く て も い い よ う な 経 費 削 減 と か も あ っ た み た い で ご ざ い ま す 。 先 般 、 そ の 実 行

委 員 会 が 開 催 さ れ ま し て 、 ど う や ら こ と し は 藤 崎 地 区 の 多 く の 町 民 に も 常 盤 小 学 校 の 改 築 事 業 が 終 わ っ た の で 、 そ こ を

内 覧 し な が ら 運 動 会 を あ の グ ラ ウ ン ド で や っ て は い か が か と い う よ う な 意 見 も 出 た そ う で す 。 実 行 委 員 会 の 中 で は そ う

い う 話 も 出 た と い う こ と で 、 恐 ら く 次 年 度 の 二 十 七 年 度 の 夏 は 八 月 二 十 三 日 開 催 予 定 で 常 盤 小 学 校 の グ ラ ウ ン ド で 開 催

さ れ る と い う こ と で 、 ま た こ れ か ら も 多 く の 町 内 会 と も い ろ ん な 意 味 で の 話 し 合 い を 持 ち な が ら 、 一 人 で も 多 く 住 民 が

参 画 で き て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 強 化 す る た め の 努 力 を 鋭 意 、 関 係 課 と い ろ い ろ 進 め て い き た い と 思 っ て お り ま す 。

よろしくお願いします。  

○委員長（清水孝夫君）  
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  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  予算をかければとにかくいいものができるとは思いませんけれども、町民が参加して一つでも多くの町内会が多く参加

で き る よ う な 運 動 会 に な っ て い く こ と が 合 併 し た 新 し い 町 の 町 民 の 友 愛 、 融 合 の 場 に な っ て い く か と 思 い ま す の で 、 ぜ

ひ予算措置並びに盛大な大会にしてほしいと思います。  

  あとそれから、県民駅伝の実行委員会の予算ですけれども、減額になったということですけれども、現場の方の意見を

十分踏まえた上での減額なのか、その点を伺います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（小杉利彦君）  

  現場の声もいろいろ聞きながら、大丈夫、この中で従来どおり参加していけるという判断でございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  県民駅伝大会に出て、藤崎町が立派な成績をおさめれば町民として大変うれしいし、町民の意識高揚といいますか、そ

う い う こ と に つ な が っ て い く と 思 い ま す の で 、 現 場 の 選 手 た ち 、 あ る い は チ ー ム の 意 見 を 十 分 踏 ま え て い い 成 績 が 残 る

ように選手の強化、あるいは大会に向かって参加していただきたいと思います。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  吉村委員。  
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○吉村忠男委員  

  ページ数は四十五ページです。七節の交通整理員賃金なんですけれども、これ恐らくみどりのおばさんのことだと思い

ますけれども、今、町にこのみどりのおばさん、整理員が何人ぐらいいるものですか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  ただいま交通整理員の賃金のお話でございますけれども、現在六人おります。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  それで、賃金の内容をちょっとお聞きいたします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  ただいま交通整理員の賃金の内容ということなんですけれども、六人で三百五十万ほどになっておりますので、一人当

たりにしますと年間六十万というふうな形になるかと思います。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  
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  今、私聞いたのは、賃金の一人当たりの内容でなく、勤務の内容です。仕事の内容。  

○委員長（清水孝夫君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  申しわけございません、はっきり聞こえなかったもので。勤務の内容ということですけれども、通学下校時間に合わせ

ま し て 、 そ れ こ そ 小 学 校 の そ ば の 各 地 区 に 出 向 い て 、 緑 の 旗 を 出 し て 交 通 整 理 の ほ う を し て お る も の で ご ざ い ま す 。 以

上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑ありませんか。前田委員。  

○前田信一委員  

  ページ数は七十六ページ、農林水産業費の十九節、りんご交信攪乱剤設置事業費補助金、それから七十七ページのりん

ご 減 農 薬 栽 培 推 進 事 業 費 補 助 金 と あ り ま す け れ ど も 、 攪 乱 剤 に つ い て 、 リ ン ゴ 、 去 年 ま で コ ン フ ュ ー ザ ー や っ て い た 人

た ち が い ろ い ろ 話 し し て い る ん で す け れ ど も 、 四 年 目 に な っ た ら も う 補 助 金 が な い よ と か 、 そ う い う 話 も し て い ま し た

の で 、 大 変 効 果 の あ る も の で す し 、 少 し で も み た い な 形 で 、 最 終 的 に ど う い う 形 で 今 後 進 め て い く の か 、 お 聞 き し た い

と思います。  

  それと、減農薬栽培推進補助金の中身についてもちょっとご説明お願いします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  
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  コンフューザーＲの件ということで、まずはこれ二つになった理由というか、そちらからお話しいたします。昨年、二

十 六 年 度 ま で は ハ ー ド 部 分 、 つ ま り コ ン フ ュ ー ザ ー Ｒ を 買 う の と 、 そ れ か ら 推 進 費 、 例 え ば 発 生 の 調 査 と か い ろ い ろ フ

ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ を 園 地 に 置 い て 、 園 地 を 借 り て 、 そ れ で 調 査 す る と い う こ と で 、 そ う い う 推 進 費 、 ソ フ ト 面 で の 経 費

が 入 っ て い た わ け で す 、 一 つ に 。 二 十 七 年 度 か ら は 、 そ れ を 分 け よ う と い う こ と に な っ た わ け で す 。 り ん ご 交 信 攪 乱 剤

設 置 事 業 費 補 助 金 に つ い て は 、 そ の コ ン フ ュ ー ザ ー Ｒ を 買 う 分 の 経 費 に 対 す る 補 助 と 、 そ し て 、 り ん ご 減 農 薬 栽 培 推 進

事 業 費 に つ き ま し て は 推 進 費 、 そ の 内 容 で ご ざ い ま す 。 ま ず は 、 先 ほ ど 言 い ま し た け れ ど も 、 発 生 状 況 の 調 査 を し ま す 。

園 地 何 カ 所 と い う こ と で 設 定 し て 、 園 地 の 借 り 上 げ 等 を 払 う と い う こ と に な る わ け で す 。 そ れ か ら 、 共 防 連 が 事 業 主 体

と い う こ と で 、 各 単 協 同 士 で の 連 絡 調 整 等 を 行 っ て い ま す 。 そ の 経 費 が 若 干 、 例 え ば 郵 送 料 と か そ う い う の が か か り ま

す 。 そ れ か ら 、 減 農 薬 栽 培 の 推 進 に 関 す る 取 り 組 み に 要 す る 経 費 、 こ れ は い ろ い ろ 今 行 っ て い ま す 減 農 薬 に よ る 効 果 、

付 加 価 値 を つ け て 売 る と い う こ と も 含 め た 形 で の 研 修 会 等 を 行 っ て い ま す 。 主 に そ れ ら に 使 う 部 分 で ご ざ い ま す 。 以 上

でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  前田委員。  

○前田信一委員  

  今、課長から説明いただいたんですけれども、四年後からはなくなるということの話でしたけれども、一年度、二年度、

三 年 度 の 補 助 率 の パ ー セ ン ト と い い ま す か 、 四 年 度 か ら は ゼ ロ ％ と い う こ と 、 我 々 と し て は ち ょ っ と で も 、 大 変 効 果 の

あ る も の で す か ら 、 ぜ ひ 少 し で も コ ン フ ュ ー ザ ー つ け て い た だ い て 、 今 、 減 農 薬 と か そ う い う の で 藤 崎 の リ ン ゴ の Ｐ Ｒ

とか、そういうこともぜひやっていきたいなと思っていましたので、それについて。  

○委員長（清水孝夫君）  
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  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  申しわけございません、先ほど聞いた部分でした。まずは、一年、二年、三年、補助率が違います。まず、一年目につ

き ま し て は 二 分 の 一 を 十 ア ー ル 当 た り 助 成 い た し ま す 。 そ れ か ら 、 二 年 目 の 方 に つ い て は 三 分 の 一 と 。 三 年 目 の 方 に つ

い て は 四 分 の 一 と い う ふ う に 設 定 し て い ま す 。 な ぜ こ れ を 落 と し た か と い い ま す と 、 差 が つ く か と い い ま す と 、 前 に も

お 話 し し た こ と が あ る ん で す が 、 最 初 は や っ ぱ り コ ン フ ュ ー ザ ー Ｒ と 農 薬 の 併 用 と い う こ と に な り ま す の で 、 一 年 目 、

二 年 目 等 に つ い て は そ の 部 分 に つ い て や は り 農 家 の 負 担 に な る わ け で す 。 そ れ で 二 分 の 一 、 三 分 の 一 と 。 三 年 目 に な っ

て く る と 、 だ ん だ ん そ の 農 薬 の 回 数 、 量 、 殺 虫 剤 で す 、 減 ら す こ と が で き る と い う こ と で 安 く な っ て い ま す 。 四 年 目 に

入 り ま す と 、 ほ ぼ 実 施 す る 前 の 経 費 と 同 等 ま で 落 ち ま す 。 た だ 、 農 家 の 方 か ら 、 共 防 連 の ほ う か ら 、 で き れ ば 助 成 を 出

し て い た だ き た い と 、 前 田 委 員 も 言 い ま し た け れ ど も 、 あ り ま し た 。 た だ 、 一 応 こ れ 経 費 が 同 等 ま で 落 ち る と い う こ と

で、それは町としてはちょっとできないなと。  

  ただし、国の制度で環境保全型農業というのがございます。例えば農薬、減農薬、青森県特例でそのコンフューザーＲ

が 対 象 に な っ て い ま す 。 そ れ を 今 進 め て ご ざ い ま す 。 内 容 は 、 そ の 取 り 組 み を す る と 十 ア ー ル 当 た り 八 千 円 補 助 金 も ら

え ま す 。 交 付 金 で す け れ ど も 。 国 か ら 四 千 円 、 こ れ は 直 接 入 り ま す 。 あ と 県 と 町 が 二 千 円 ず つ と い う こ と に な り ま す 。

ち な み に 、 去 年 ま で で す か ら 、 七 年 度 、 新 規 で 四 十 一 名 ほ ど ふ え ま し た 。 コ ン フ ュ ー ザ ー Ｒ や っ て い る 方 で も う 終 わ っ

た 、 補 助 金 も ら え な い 、 そ れ で は こ う い う の あ り ま す よ と い う こ と で 一 応 こ ち ら で そ の Ｐ Ｒ を し て い ま し た の で 、 そ の

結 果 、 リ ン ゴ 農 家 の 方 、 四 十 一 名 の 方 だ っ た と 思 い ま す 。 新 た に 来 て ご ざ い ま す 。 今 後 も こ う い う 制 度 が あ る よ と い う

こ と を も っ と も っ と 皆 さ ん に 周 知 す る よ う に し て 、 あ る も の を 使 っ て い た だ く と い う 方 向 で 進 め て ま い り た い と 思 っ て

ございます。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  今、農政課長が説明したとおりでございますけれども、皆さんに理解していただきたいのは前共防連の組合長であった、

代 表 で あ っ た 、 会 長 で あ っ た 天 内 氏 が 非 常 に こ の コ ン フ ュ ー ザ ー Ｒ に 情 熱 を 持 っ て 、 そ の 当 時 の 理 事 者 、 そ し て 農 政 課 、

そ し て ま た Ｊ Ａ 中 央 会 の ほ う に も い ろ い ろ 要 望 を 出 し て 、 中 央 会 か ら も 相 当 ま た 補 助 金 を 引 っ 張 っ て い た だ い て 、 四 年

目 か ら 実 施 し て き ま し た 。 毎 年 毎 年 そ の 補 助 率 を ち ょ っ と 下 げ て で も 補 塡 し て や れ ば い い と い う 前 田 委 員 の 考 え 方 も あ

り ま す け れ ど も 、 一 年 、 二 年 、 三 年 や っ て く る と 、 そ の 間 、 例 え ば 二 回 、 三 回 と 病 害 虫 の 薬 を ま た 減 ら す こ と も で き ま

す の で 、 そ の 辺 の 効 果 も あ り ま す の で 、 四 年 目 か ら は ゼ ロ と い う の は い た し 方 な い と い う よ う な 考 え 方 を 持 っ て い ま す 。

た だ 、 今 、 農 政 課 長 か ら お 話 あ っ た よ う に 、 国 、 県 、 町 と い う こ と で 四 年 目 か ら そ う い う よ う な 事 業 も あ る こ と も も っ

と も っ と 多 く の 農 家 の 皆 さ ん 、 あ る い は ま た 今 ま で そ の コ ン フ ュ ー ザ ー Ｒ を 手 が け て い な い 農 家 も ま だ た く さ ん あ り ま

す 。 半 分 以 上 あ り ま す の で 、 新 規 の 方 は ま た 補 助 率 二 分 の 一 か ら 始 ま っ て い き ま す の で 、 そ の 辺 も 町 、 農 政 課 、 そ し て

ＪＡ、農業団体とまた協議して普及活動に努めていきたいと思っております。ありがとうございました。  

○委員長（清水孝夫君）  

  前田委員。  

○前田信一委員  

  ただいま課長のほうから、環境保全型農業ということで国、県、町からの一反歩八千円の補助金が出るよと。私もちょ

っ と こ れ に つ い て も 調 べ て み た ん で す け れ ど も 、 何 か 役 所 の 文 書 っ て や た ら 難 し く て 、 要 ら な い と こ ろ ば か り あ っ て 、

本 当 は ち ゃ ん と 薬 と 肥 料 と 、 合 同 庁 舎 の 県 民 局 の と か 、 そ う い う こ と を ち ゃ ん と 手 続 し て く れ ま す よ と い う こ と を 話 ち
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ょ っ と 聞 い て い る ん で す け れ ど も 、 何 か そ れ に つ い て も う ち ょ っ と 受 益 者 に わ か り や す い よ う な 、 こ う い う 書 類 来 た ん

で書いて出してけれでなく、わかりやすいような、そういう職員の対応をよろしくお願いしたいと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑ありませんか。奈良委員。  

○奈良完治委員  

  ページ数は七十六ページ、農業費、区分が十九節、野菜等産地生産・販売力強化事業費補助金、これちょっと中身を教

えていただければと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。野菜等産地生産・販売力強化事業でございます。これ野菜関係、ハウス等々の関係の事業は県でよ

く こ ろ こ ろ 内 容 が 変 わ る と い う こ と で 、 そ れ と 同 時 に 使 え な い 、 使 え な い と い え ば あ れ で す け れ ど も 、 使 い に く い よ う

な 部 分 も あ っ て 、 や ら な い 、 農 家 の 方 が 希 望 の な い 年 も あ り ま す し 、 あ る 年 も あ る と い う こ と で 、 結 構 新 規 的 の よ う に

見 え る も の で ご ざ い ま す 。 こ れ は 例 年 、 前 か ら や っ て い ま す 、 名 前 は 変 わ っ て い ま す け れ ど も 、 ハ ウ ス と か そ う い う 設

置 に 係 る 部 分 の 補 助 で ご ざ い ま す 。 こ れ に つ い て は 、 二 十 七 年 度 、 三 名 の 方 が 希 望 し て ご ざ い ま す 。 ハ ウ ス を 三 名 で 七

棟 建 設 し た い と い う こ と で ご ざ い ま す 。 こ れ は ハ ウ ス 関 係 等 、 県 の 事 業 は ほ と ん ど が 四 分 の 一 助 成 で ご ざ い ま す 。 そ れ

に 対 し て 町 が 十 二 分 の 一 を か さ 上 げ し て 、 農 家 に 対 し て は 三 分 の 一 の 助 成 で 出 す と い う こ と に し て ご ざ い ま す 。 以 上 で

ございます。  

○委員長（清水孝夫君）  



 - 42 - 

  奈良委員。  

○奈良完治委員  

  これからの農業に向けて、古い、前からあったやつだと今お答えになりましたけれども、それこそ農業で活性化を図っ

ていくためには、これはぜひまた続けていっていただきたいと思います。  

  あと、次が八十九ページ、消防費の中の消防施設費、十八節の小型動力ポンプ付積載車購入費、説明会の中で富柳と伺

っ た ん で す け れ ど も 、 ポ ン プ 車 は 大 体 二 十 年 の 一 回 の 更 新 と い う の が 今 ま で の 形 か な と 思 っ て い ま し た 。 そ れ で 、 こ れ

か ら 富 柳 が 始 ま る の で あ れ ば 、 こ れ か ら 随 時 ほ か の 旧 常 盤 地 区 の 分 団 の ポ ン プ を 更 新 し て い く の か ど う か 、 ち ょ っ と お

尋ねいたします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  消防ポンプ自動車の更新につきましては、消防審議会のほうで年次計画を立ててございます。その計画に従って進めて

ま い る も の で ご ざ い ま す 。 奈 良 委 員 お っ し ゃ る と お り 、 今 後 二 十 年 経 過 し た も の に つ き ま し て は 順 次 更 新 し て ま い る も

のでございます。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良委員。  

○奈良完治委員  

  ということは、審議会のほうで審議して、例えば要望なりがあればこれから随時更新、毎年といえば変ですけれども、

更新していくという考えでよろしいんでしょうか。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  はい、そういうふうに理解していただいてよろしいかと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良委員。  

○奈良完治委員  

  ポンプの更新もそうなんですけれども、以前話題になった常盤地区の屯所の建てかえなどもこれから控えていると思う

ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 も 同 時 に 、 危 険 性 が あ る も の で す の で 、 同 時 に 進 め て い く と い う お 考 え 、 こ れ も 審 議 会 で の 答

申 と い う 形 に な る と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ う な っ た 場 合 は 両 方 同 時 に 進 め て い く よ う な 形 を と っ て い く つ も り な ん で

しょうか、いかがでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  奈良委員のご質問にお答えします。先般まで冬六回、夏場九回、まちづくり座談会、今年度開催しました。今年度は十

五 カ 所 や り ま し た 。 多 く は 、 常 盤 地 区 の 座 談 会 で 一 番 多 く 話 し 合 っ た の は 融 雪 溝 の 整 備 、 除 雪 の 徹 底 、 そ れ か ら 次 に 多

か っ た の が い わ ゆ る 消 防 屯 所 の い ろ ん な 意 味 で 老 朽 化 が 進 ん で い る と 、 そ う い う よ う な 要 望 も た く さ ん の 地 域 か ら あ り

ま し た 。 で き れ ば 藤 崎 地 区 み た い に 消 防 コ ミ ュ ニ テ ィ ー と い う 屯 所 で ち ゃ ん と 消 防 団 の 人 が ち ょ っ と し た ミ ー テ ィ ン グ

と か く つ ろ ぐ 場 所 と か あ れ ば い い ん で す が 、 先 般 も 若 松 の 屯 所 ち ょ っ と 見 ま し た ら 、 四 、 五 人 入 れ ば も う 手 い っ ぱ い の
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よ う な 状 況 と い う と こ ろ も あ り ま す の で 、 そ の 辺 は 消 防 団 の 減 少 等 も あ り ま す の で 、 消 防 団 の 幹 部 で ご ざ い ま す か ら 、

そ の 再 編 も に ら ん で 、 消 防 団 か ら ま た 強 い 要 望 を 出 し て い た だ き た い と 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ れ を 受 け て 審 議 会 等 で 、

あるいは担当課のほうで検討させていただきます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良委員。  

○奈良完治委員  

  大変心強いお言葉ありがとうございます。消防団幹部といたしましても、非常に心、特に今町長がおっしゃったとおり、

や っ ぱ り 団 と か 団 員 が 一 つ の 建 物 に 入 ら れ な い と い う の は 非 常 に こ れ は 団 結 心 と か い ろ ん な 意 味 で 影 響 が 出 ま す の で 、

その辺何とかよろしくお願いします。  

  終わりに当たりましてお願いなんですけれども、九十二ページ、先ほどお話しになりました教育費の中の十五節工事請

負 費 、 そ の 前 の 九 十 一 ペ ー ジ の 一 番 最 後 に も 委 託 料 と し て 出 て く る わ け で す け れ ど も 、 こ の 再 生 エ ネ ル ギ ー 、 当 然 ソ ー

ラ ー か ら 発 電 し 蓄 電 し 、 そ れ を 既 存 の 例 え ば 作 業 場 な ん か に 電 気 を 流 す ん だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 防 災 的 に 考 え れ ば 、

も し ま だ 設 計 と か が 間 に 合 う の で あ れ ば 、 半 地 下 式 と か 、 一 階 で は な く 、 二 階 も し く は 屋 上 に 設 置 で き る も の で あ れ ば

非常用発電の装置をつけていただけないものでしょうかと思って質問していますけれども、いかがなものでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  今、九十一ページと九十二ページ、絡みますけれども、避難施設再生可能エネルギー等導入工事、これは平成二十三年

度 の 野 田 政 権 の 際 の 補 正 予 算 絡 み の 事 業 で ご ざ い ま す 。 約 一 億 円 町 に 交 付 決 定 受 け て 、 す ぐ さ ま 常 盤 小 学 校 の 改 築 工 事



 - 45 - 

に 太 陽 光 を つ け て 設 置 す る 予 定 で し た が 、 そ っ ち の ほ う を 一 億 円 を 残 し て 、 向 こ う の 常 盤 小 学 校 の 太 陽 光 は 別 の 財 源 を

う ま く 活 用 し て や ら せ て い た だ き ま し た 。 次 年 度 、 二 十 七 年 度 は い わ ゆ る 防 災 拠 点 と な る 中 央 小 学 校 の 体 育 館 も し く は

藤 崎 小 学 校 の 体 育 館 等 を 防 災 拠 点 に す る と い う こ と で 、 非 常 時 の 場 合 、 太 陽 光 エ ネ ル ギ ー で 発 電 を 生 む と い う 形 で 、 通

常 で あ れ ば 学 校 施 設 の 電 力 も 生 み 出 す と い う こ と で 次 年 度 整 備 し ま す 。 今 の 専 門 的 な こ と は 、 も ち ろ ん こ れ か ら 学 務 課

そ し て 総 務 課 、 関 係 課 と 協 議 し て 、 ど う い う 内 容 で あ っ た ら 一 番 効 率 よ い 設 置 に な る か 、 十 分 検 討 し て い き た い と 思 っ

ております。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良委員。  

○奈良完治委員  

  ぜひお願いします。というのは、あれぐらい頑丈な建物であれば、地震の倒壊それから水害などにも十分耐え得ると思

い ま す 。 当 然 、 風 に も 。 た だ 、 防 災 的 に 見 る と 、 や は り 一 番 弱 い の は 電 気 と い う の は 水 な ん で す よ ね 。 蓄 電 装 置 を 地 下

と か 半 地 下 式 、 一 階 に 備 え る と 、 も し 例 え ば そ の 防 災 拠 点 が 水 位 、 例 え ば 三 十 セ ン チ な り 一 メ ー ト ル な り で も 上 が っ た

時 点 で も う 蓄 電 池 と か そ う い う も の は 使 用 で き な く な り ま す の で 、 そ の 辺 を 考 慮 し て 二 階 な り 、 も し 可 能 で あ れ ば 屋 上

設置を再度お願いし、質問を終わらせていただきます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  ページ数でいきますと、四十六ページでございます。総務管理費の電子計算費の委託料、社会保障・税番号制度システ

ム 整 備 業 務 委 託 料 五 千 五 百 三 十 万 と な っ て い る ん で す け れ ど も 、 国 の マ イ ナ ン バ ー 制 度 に 基 づ く も の だ と 思 わ れ ま す け
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れども、これはどういうふうな内容になっているのでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  この社会保障・税番号制度システムというのは、十月に町民の皆様に番号付与します。それで、一月からはその番号を

交 付 す る と い う 作 業 が 押 し 迫 っ て い る 内 容 で ご ざ い ま し て 、 そ れ に 対 応 し た い ろ い ろ な 事 務 処 理 を 行 う 、 ま た は シ ス テ

ム を つ く る と い う こ と で 今 回 予 算 計 上 し た も の で ご ざ い ま す 。 関 連 す る も の と し て は 、 税 、 年 金 、 国 保 、 そ れ か ら 住 基 、

そ れ か ら 障 害 者 福 祉 、 そ れ か ら 児 童 手 当 、 医 療 助 成 、 こ う い っ た 窓 口 の 業 務 が こ れ ら に よ っ て 一 括 で で き る と い う こ と

で 整 備 を 進 め る も の で ご ざ い ま し て 、 今 あ る シ ス テ ム と こ の 番 号 制 度 を 連 結 さ せ る こ と が 大 き な 事 業 の 内 容 と な っ て ご

ざいます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  今までも、ページ数でいきますと、住民基本台帳カード発行業務委託料というのが五十一ページにあって、五万七千円

ほ ど で す か 、 予 算 も 見 て い る ん で す け れ ど も 、 こ の 住 基 カ ー ド で は 物 足 り な い 、 こ れ は や め ち ゃ っ て 、 こ れ も や り つ つ 、

こ の 新 た な カ ー ド 付 与 、 番 号 付 与 、 そ し て 一 月 、 一 月 と い う の は 来 年 一 月 と い う 意 味 で す よ ね 、 付 与 す る 、 カ ー ド も 。

こ れ は 無 条 件 で み ん な に 渡 す と い う 制 度 を つ く る と い う 意 味 と い う ふ う に 私 は 理 解 し た ん で す け れ ど も 、 ど う い う こ と

な の か と い う こ と と 、 も う 一 つ は こ の 類 似 の 住 民 基 本 カ ー ド 発 行 業 務 、 こ れ は 実 態 的 に 何 人 分 こ れ ま で 発 行 さ れ て き た

んですか。その点をお聞きいたします。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。まず、住民基本台帳カードが具体的にこれまで何人分発行されてきたかというご質問ですけれども、

こ れ 実 は 現 在 有 効 な も の と い う こ と で い き ま す と 、 二 百 八 十 名 で ご ざ い ま す 。 現 在 有 効 な も の と い う こ と は 、 三 百 幾 ら 、

前 に 発 行 し て い る ん で す が 、 期 限 切 れ と か で 更 新 が さ れ な か っ た り し て い る 場 合 も あ り 、 そ う い う ふ う に な っ て お り ま

す。  

  それと、マイナンバー制度の個人番号カードが全員に行くものと認識しているんですがというご質問でしたが、これに

つ き ま し て は 番 号 の 付 番 が 終 わ っ て か ら 住 民 へ 番 号 と 個 人 番 号 カ ー ド を 申 請 す る 書 類 が 全 員 に 送 付 さ れ ま す 。 た だ 、 送

付 を 受 け て も 、 個 人 番 号 カ ー ド の 交 付 を 希 望 し な い 方 は 申 請 し な い と い う こ と に な り ま す の で 、 全 員 に カ ー ド が 渡 る わ

けではないということでございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  今、担当の課長から五十一ページの住民基本台帳カードについても説明があったんですけれども、これも大々的に全国

で 取 り 組 み ま し た よ ね 。 シ ス テ ム 設 定 と い い ま す か 、 そ う い う も の も 含 め て 。 で も 、 大 き く 普 及 し な か っ た 原 因 と い う

のはどういうところにあったというふうに思っていらっしゃるんでしょうか。  

  それから、これはマイナンバーといいますか、希望者にカードを渡すということなんですけれども、マイナンバー制度

の カ ー ド を 一 月 か ら 希 望 者 に 渡 せ る よ う に す る と い う こ と で あ る ん で す け れ ど も 、 こ の 住 民 基 本 台 帳 カ ー ド 発 行 業 務 と
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いうのはそれ以降はやらないというふうになるんですか。その辺はどういうふうな方向で執行されるんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。住民基本台帳カードの発行が思ったより伸びなかったのはなぜかというご質問ですけれども、先般、

二 、 三 日 前 で し た か 、 ち ょ っ と テ レ ビ の 報 道 で あ っ た ん で す け れ ど も 、 住 民 基 本 台 帳 カ ー ド を 持 っ て い る だ け で は 身 分

証 明 と か そ う い う の に は な る ん で す け れ ど も 、 実 際 使 用 す る と な れ ば 公 的 認 証 制 度 と い い ま し て 、 こ の カ ー ド に 鍵 ペ ア

と い う の を 生 成 し て 使 う こ と に な る ん で す が 、 現 在 鍵 ペ ア を 生 成 し て 使 っ て も 、 例 え ば 藤 崎 町 の 場 合 で す と 税 金 の 申 告

等より使い道がないということで、それでなかなか普及しないんではないかと思っております。  

  また、もう一点のマイナンバーカードがスタートすれば、住基カードは発行しなくなるのかというご質問ですが、手元

にその資料がないので、後での回答でもよろしいでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  住基カードよりももっと信頼性の高い免許証だとか、あるいは国際的に見ればパスポートだとか、あるいはまた医療に

つ い て は 健 康 保 険 証 だ と か 、 そ う い う も の は 現 存 す る わ け で あ り ま す の で 、 現 存 し 、 そ れ が 実 際 社 会 で 使 わ れ て い る わ

け で 、 あ え て こ う い う 新 た な マ イ ナ ン バ ー 制 度 そ の も の を つ く る 必 要 性 は あ る の か な と い う と こ ろ を 疑 問 に 思 っ て お る

ん で す け れ ど も 、 そ れ で 関 連 し て 電 子 計 算 費 の 中 で 、 だ ん だ ん 横 文 字 が 多 く な り ま し て わ か ら な く な っ て き た ん で す け

れ ど も 、 四 十 七 ペ ー ジ の 電 子 計 算 費 の コ ン テ ン ツ マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 更 改 業 務 委 託 料 三 百 八 十 七 万 と あ る ん で す け れ
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ども、これはどういう内容なんでございましょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  私も横文字は余り詳しくないんですけれども、今回のコンテンツマネジメントシステムというのは平成二十七年七月に

サ ポ ー ト が 終 了 す る サ ー バ ー が ご ざ い ま す 。 平 成 二 十 六 年 度 は Ｘ Ｐ と い う Ｏ Ｓ の ほ う の サ ポ ー ト が 終 了 し て 更 新 し た と

い う こ と が あ り ま す け れ ど も 、 こ の サ ー バ ー 、 名 称 が ウ イ ン ド ウ ズ サ ー バ ー 二 〇 〇 三 と い う サ ー バ ー で ご ざ い ま す け れ

ど も 、 こ の バ ッ ク ア ッ プ が で き な く な る と 。 私 ど も の シ ス テ ム で は ホ ー ム ペ ー ジ を 管 理 し て い る サ ー バ ー で ご ざ い ま し

て 、 こ れ を サ ポ ー ト 終 了 と い う こ と に な り ま す の で 、 混 乱 を 招 く 前 に 三 百 八 十 七 万 ほ ど か け て 更 新 す る と い う も の で ご

ざいます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  昼食のため暫時休憩いたします。再開時刻は午後一時十五分といたします。  

休  憩  午後〇時〇〇分  

                                                   

再  開  午後一時十二分  

【再開前に事務局長より、九番相馬勝治委員及び十二番横山哲英委員から午後所用のため欠席する旨が報告される】  

○委員長（清水孝夫君）  

  休憩前に引き続き、会議を開きます。  

  初めに、先ほどの浅利委員の質問に対して、住民課長から答弁がありますので、よろしくお願いいたします。住民課長。  
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○住民課長（三浦郁雄君）  

  午前中の浅利委員のご質問にお答えいたします。質問内容は、社会保障・税番号制度がスタートしてから住基カードは

ど う い う ふ う に な る の か と い う ご 質 問 だ っ た と 思 い ま す が 、 平 成 二 十 八 年 一 月 か ら 番 号 制 度 に 基 づ く 個 人 番 号 カ ー ド が

発 行 さ れ る 予 定 と な っ て お り ま す の で 、 住 基 カ ー ド は 二 十 八 年 一 月 か ら は 発 行 し な い 予 定 と な っ て お り ま す 。 た だ し 、

現在所有している住基カードにつきましては、その有効期間内は有効であるということであります。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  会議を続けます。ほかに質疑はありませんか。奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  ページ数は百六ページの十款教育費の社会教育費、社会総務費の百六ページの児童交流事業実行委員会補助金、これは

町 長 の 提 案 理 由 に も あ り ま し た 田 野 畑 村 と の 交 流 事 業 の 一 環 の 予 算 だ と 思 い ま す け れ ど も 、 対 前 年 比 お よ そ 半 分 以 下 と

いう内容になっておりますけれども、今年度の予定はどのようになっているのか、伺います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（小杉利彦君）  

  お答えいたします。平成二十七年度は藤崎町の児童が田野畑村のほうから招待を受けておりますので、三十名プラス引

率 者 の 予 定 で ご ざ い ま す が 、 田 野 畑 村 の ほ う へ 行 っ て 、 向 こ う の 児 童 と 交 流 を し て く る と い う 予 定 に な っ て ご ざ い ま す 。

以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  
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○奈良岡文英委員  

  今定例会の議案にもなっております田野畑村との友好都市締結ということで、子供たちが田野畑村との交流をしていく

こ と に よ っ て 自 分 た ち と 違 う 風 土 文 化 で 育 っ た 田 野 畑 村 の 生 徒 た ち と 、 子 供 た ち と 交 流 し て 見 聞 を 広 め る と い う こ と は

大 変 す ば ら し い こ と で あ り 、 町 の 将 来 を 担 う 子 供 た ち が そ う や っ て 勉 強 し て い く と い う こ と は 、 児 童 だ け に 限 ら ず 、 青

少 年 に も ず っ と 広 め て い く べ き だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 こ う い う 人 材 育 成 に 関 係 す る 事 業 な ん で す け れ ど も 、 田 野 畑

村との交流事業は今後どういう方針でいくのか、担当課に伺います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（小杉利彦君）  

  お答えいたします。児童の交流事業について、私のほうからご説明させていただきたいと思います。児童交流につきま

し て は 、 二 十 七 年 度 で 五 回 目 に な り ま す 。 一 年 目 、 二 年 目 は 田 野 畑 村 の 児 童 を 藤 崎 町 で 招 く 形 で や ら せ て い た だ き ま し

た が 、 三 回 目 か ら 、 お と と し に な り ま す け れ ど も 、 藤 崎 か ら 児 童 が 田 野 畑 の ほ う へ 出 か け て い っ て 向 こ う の 児 童 と 交 流

し て き て い る 。 今 年 度 は ま た 田 野 畑 村 の 児 童 を お 招 き し て 、 お 互 い 、 相 互 交 流 を す る と い う 形 で 、 来 年 度 ま た 田 野 畑 村

の ほ う へ 藤 崎 町 か ら 出 か け て い く と い う こ と に な っ て お る わ け で す が 、 予 算 的 な 面 で も 一 年 目 、 二 年 目 に つ き ま し て は

田 野 畑 村 の ほ う に ご 負 担 か け な い 形 で 実 施 し て き て お り ま す が 、 三 年 目 か ら は そ の 実 績 と 、 そ れ か ら 田 野 畑 村 の 教 育 委

員 会 と 協 議 で 、 お 互 い に 相 互 交 流 し ま し ょ う と い う こ と で 行 き 来 す る 場 合 の お 互 い の 交 通 費 は そ れ ぞ れ が 負 担 し ま し ょ

う と 、 そ う い う ふ う な 形 、 そ れ か ら 一 年 目 、 二 年 目 は 実 質 は 児 童 の 交 流 そ の も の が 藤 崎 の 子 供 た ち が 田 野 畑 村 の 児 童 と

交 流 す る 時 間 と い う の が 正 味 半 日 程 度 で あ っ た ん で す が 、 三 年 目 か ら は 二 泊 三 日 の 日 程 の う ち 、 眠 る 時 間 を 除 い て 、 あ

と は 全 て お 互 い 、 例 え ば 藤 崎 か ら 向 こ う へ 行 っ て 三 十 人 が 行 け ば 田 野 畑 村 の 五 年 生 、 六 年 生 と か の 児 童 が 全 員 ま た そ の
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二 日 間 ず っ と 、 眠 る 時 間 を 除 い て 朝 か ら 夜 ま で 交 流 す る と 、 そ う い う ふ う な 内 容 に も 発 展 し て き て お り ま す 。 今 後 も そ

う い う 形 で お 互 い に 行 き 来 し な が ら 、 こ の 事 業 に つ い て は 進 め て い き ま し ょ う と い う こ と で 、 田 野 畑 の 教 育 委 員 会 と も

話をしてそういうふうに進めましょうということで今後もいく方針でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  両町村の教育委員会でそういう相互交流を深めていくという確認をとっているということみたいなんですけれども、姉

妹 都 市 締 結 に 当 た っ て は そ う い う ふ う な 交 流 事 業 も 深 め て い く と い う こ と を 確 認 し て い く の か 、 こ れ は 議 案 に も な っ て

おりますのであれですけれども、その辺を教育長あるいは町長に伺いたいと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  四年前のあした、議場にいる浅利委員さんが一般質問中にひどい揺れがあって、振り返れば四年前があっという間に過

ぎ 去 っ た よ う な 感 じ を 受 け て い ま す 。 そ の 年 に 、 お 互 い の そ の 当 時 の 教 育 長 の 、 浪 岡 出 身 と い う 、 そ し て 隣 の 藤 崎 町 と

い う こ と で 、 そ こ か ら 子 供 た ち の 交 流 事 業 か ら 始 ま っ た の が い き さ つ で ご ざ い ま す 。 こ れ か ら は 四 月 二 十 九 日 、 友 好 都

市 を 締 結 し な が ら 、 人 的 交 流 は も ち ろ ん で ご ざ い ま す が 、 産 業 あ る い は 文 化 伝 統 、 子 供 た ち を 中 心 に し て 、 今 度 は 大 人

の お つ き 合 い も し な が ら 、 相 互 の い ろ い ろ 村 、 町 を 相 互 に 交 流 し な が ら 、 も っ と も っ と 深 い き ず な を 受 け な が ら 、 き ず

な を 深 め な が ら 、 お 互 い を 刺 激 し 合 っ て 両 町 村 の 発 展 に 寄 与 し た い と い う こ と で 、 子 供 た ち か ら 始 ま り ま し た け れ ど も 、

こ れ か ら は 人 的 交 流 は も ち ろ ん の こ と 、 産 業 そ れ か ら 歴 史 、 文 化 、 伝 統 、 ず っ と ず っ と 続 け て 交 流 を 深 め た い と 思 っ て
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おります。  

  ちなみに、昨年の海の日に野呂議長さんと私が島越駅の下にあったターミナルが壊されちゃって、あるいは三陸を遊覧

す る 船 も 壊 さ れ ち ゃ っ て 、 そ れ が 新 た に オ ー プ ン す る 際 に ご 招 待 受 け ま し た 。 ま た 、 去 年 は 去 年 で 十 月 四 、 五 日 、 土 日

な ん で す が 、 復 興 祭 と 前 夜 祭 に 私 ど も が ご 案 内 受 け て 、 去 年 も お と と し も 町 の 物 産 を 持 っ て い っ て 、 少 し で も 地 域 の 元

気 を つ け た い と い う こ と で 、 ラ ブ リ ー コ ー ラ ス の 皆 さ ん と ご 一 行 し て 、 ま た 交 流 を 深 め て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま

た 、 去 年 、 聞 く と こ ろ に よ れ ば 、 藤 崎 小 学 校 は 修 学 旅 行 の 場 所 を 道 南 の 函 館 を 中 心 と 、 そ れ か ら 岩 手 県 の 三 陸 の 田 野 畑

を 中 心 に ア ン ケ ー ト を と っ た そ う で ご ざ い ま す 。 た ま た ま 同 数 で あ っ て 、 協 議 の 末 、 函 館 方 面 を 選 ん だ み た い で す け れ

ど も 、 今 度 は そ う い う こ と も も っ と も っ と 修 学 旅 行 も 、 あ る い は 議 会 の 研 修 の 皆 さ ん も ぜ ひ 行 っ て い た だ き た い し 、 自

然 風 靡 な と こ ろ で も ご ざ い ま す し 、 な か な か 我 が 町 に な い と こ ろ を 持 っ て い ま す の で 、 ず っ と ず っ と 深 め て い き た い と

思 っ て お り ま す 。 ま た 、 四 月 か ら は 復 興 支 援 の た め に 、 今 年 度 休 み ま し た 職 員 派 遣 も 人 選 を 慎 重 に 今 、 技 師 が 必 要 だ と

いうことで、その辺も加味して今検討しているところでございます。ありがとうございました。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑ありませんか。佐々木委員。  

○佐々木政美委員  

  ページ数は五十九ページです。陶芸ハウスについてお伺いします。予算の説明会のとき、私出席しておりませんでした

の で 、 こ の 陶 芸 ハ ウ ス 、 こ れ 金 額 が ち ょ っ と 大 き 過 ぎ ま す の で 、 ま ず こ れ の 改 築 と い う こ と で す か ら 、 場 所 は こ れ ど こ

になるんですか。そこからまず教えてほしいんですけれども。  

○委員長（清水孝夫君）  

  福祉課長。  
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○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  佐々木委員のご質問にお答えを申し上げます。陶芸ハウスの場所ということなのでお答えしますが、現在プレハブの陶

芸 ハ ウ ス が あ り ま す が 、 そ の 病 院 側 寄 り に 、 前 に パ イ プ ハ ウ ス が あ っ た 場 所 が あ り ま す 。 そ こ に 新 築 、 新 し く 建 て て 、

そちらのほうに引っ越しするという計画でございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  佐々木委員。  

○佐々木政美委員  

  場所はわかりました。それで、これの趣旨というか目的というか、そこら辺のところもちょっとお伺いしたいんですが。  

○委員長（清水孝夫君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  現在、陶芸ハウスはプレハブの中で、老人クラブの陶芸クラブの会員が十六名、年間百七十日ぐらいあそこで活動して

い る そ う で ご ざ い ま す 。 そ れ で 、 現 在 の 建 物 が 旧 藤 崎 町 の 西 豊 田 地 区 の 区 画 整 理 事 業 を や っ た と き 使 わ れ た 区 画 整 理 課

の 事 務 所 を あ そ こ の 場 所 に 持 っ て き て 、 そ れ を ず っ と 使 っ て ご ざ い ま す 。 で す の で 、 四 十 年 以 上 た っ て い る は ず で す 。

見 た 方 は わ か る と 思 う ん で す が 、 相 当 も う ぼ ろ ぼ ろ の 状 態 で 、 雪 が 多 く 降 れ ば 、 下 手 を す れ ば つ ぶ れ る よ う な 状 態 、 そ

れ か ら 地 震 が あ れ ば も し か す る と 倒 壊 す る よ う な 状 態 で ご ざ い ま す 。 そ う い う 状 態 で 、 直 し て ほ し い と い う 要 望 が あ り

ま し て 、 そ れ を 修 理 す る と い う こ と も 考 え て 業 者 の ほ う に も 見 て い た だ い た ん で す が 、 基 本 的 に は プ レ ハ ブ は 直 す も の

じ ゃ な い と い う こ と で 、 ま ず お 断 り さ れ ま し た 。 と い う こ と で 、 そ う す れ ば 新 し く 建 て な け れ ば な ら な い な と 思 っ て お

り ま し た 。 そ し て 、 そ う い う や さ き に 、 今 度 は 中 に 窯 が 二 つ あ る ん で す が 、 二 つ の う ち 今 現 在 一 つ し か 使 わ れ て い ま せ
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ん 。 一 つ は も う 完 全 に 壊 れ て し ま っ て 使 わ れ な い と 。 そ れ で 、 そ の も う 一 つ の ほ う も た ま た ま そ の 時 期 を 同 じ く し て 壊

れ た と 。 で も 、 何 と か 修 理 と い う か 、 古 い 部 品 を 持 っ て き て 現 在 何 と か 使 わ れ て い る よ う な 状 況 で ご ざ い ま す 。 そ の 窯

も 使 お う と 思 っ て 、 相 当 重 い も の で す か ら ク レ ー ン で ま ず そ ち ら の ほ う に 移 設 と い う こ と も 考 え た り な ん か し た ん で す

が 、 窯 も 相 当 重 い の で 、 多 分 ク レ ー ン で つ る す と ま ず 壊 れ て し ま う ん じ ゃ な い か と い う こ と が あ り ま し て 、 窯 も 全 部 含

めての予算になってございます。  

  いきさつはそういう形で新しいものをつくっていただきたいという要望がありましたので、まずつくると。それから、

大 き さ と い う こ と に な る の で す が 、 現 在 、 大 体 三 十 坪 ぐ ら い あ り ま す 。 三 十 坪 ぐ ら い の プ レ ハ ブ で ご ざ い ま す 。 そ れ を 、

こ の た び は 木 造 で 二 十 八 ・ 一 坪 で 予 定 し て ご ざ い ま す 。 窯 本 体 と 、 そ れ か ら 窯 を 据 え つ け る 費 用 が 大 体 三 百 万 ぐ ら い か

か り ま す 。 建 物 が 約 一 千 三 百 万 、 坪 に す る と 四 十 六 万 、 確 か に 高 く な り ま す 。 で す が 、 我 々 い ろ ん な 見 積 も り を と っ た

ん で す が 、 ど こ の 業 者 さ ん も 大 体 こ れ 以 上 の 見 積 も り を 持 っ て き ま し て 、 今 予 算 で 皆 さ ん に ご 提 案 し て い る 見 積 も り の

価 格 が 一 番 安 い 価 格 で 出 て ご ざ い ま す 。 そ う い う 事 情 も あ り ま し て 、 新 築 し て 、 こ れ か ら も 老 人 ク ラ ブ の ほ う の 陶 芸 ク

ラブが使っていくということで予定しておりますので、何とぞよろしくお願いしたいと思います。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  佐々木委員。  

○佐々木政美委員  

  金額からいけば、これ会員数が十六名という今のお話ですよね。十六名ですよね。私、陶芸のほうは余り詳しくないん

で す け れ ど も 、 例 え ば 素 焼 き す る 最 後 の 段 階 は そ の 窯 を 使 う と 思 う ん で す よ 。 そ の 前 の 段 階 を 例 え ば 土 を こ ね て 形 に し

て 、 例 え ば 今 あ る 五 所 川 原 の 金 山 焼 と か 、 そ れ か ら 黒 石 の 下 川 原 焼 と か あ る ん で す け れ ど も 、 そ ち ら の ほ う へ 持 っ て い

って窯で焼いてもらうというふうな、そういうことは考えなかったんですかね。  



 - 56 - 

○委員長（清水孝夫君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  現在、陶芸クラブの中でそういうやり方はしていませんので、そういうことはまず話にはなりませんでした。ただ、一

つ 話 に な っ た の は 、 常 盤 の ほ う に も 社 会 福 祉 協 議 会 の ほ う に 旧 常 盤 村 で ず っ と 使 っ て い た 陶 芸 の 窯 が 一 基 ご ざ い ま す 。

そ れ は そ れ で 母 体 は 似 て い る よ う な と こ ろ な ん で す が 、 そ ち ら の ほ う は そ ち ら の ほ う で 使 っ て い る ん で す が 、 そ ち ら と

一 緒 に し た ら ど う か と い う 話 は 一 応 中 で は 詰 め ま し た 。 で す が 、 や は り そ ち ら の ほ う に も ク ラ ブ 員 の 方 が そ ち ら の ほ う

に 行 く 、 そ う い う 結 局 足 も な い し 、 な か な か そ ち ら の ほ う に も で き な い と 。 何 と か こ こ の 場 所 に こ う い う 形 で ず っ と 残

し て ほ し い と い う こ と で 、 そ う い う 要 望 が あ り ま し た の で 、 こ う い う 計 画 に な り ま し た 。 よ っ て 、 そ う い う ほ か の 窯 を

使うとか、そういうことは考えてございません。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  佐々木委員。  

○佐々木政美委員  

  町長にお聞きしますけれども、町長もこれ予算的にはかなり金額大きいなと多分思っていると思うんです。今後、こう

い う 要 望 が 、 例 え ば こ れ が 町 の い ろ ん な 施 設 と か な ん と か で 大 勢 で 利 用 す る 頻 度 の 問 題 で す よ ね 。 そ う い う も の に 対 し

て も ち ろ ん 対 処 し て い か な き ゃ い け な い ん で す け れ ど も 、 今 聞 い た ら 会 員 数 十 六 名 と い う ふ う な 、 人 数 じ ゃ な い と 私 は

思 う ん で す け れ ど も 、 そ こ ら 辺 の と こ ろ 、 今 後 こ う い う 要 望 が あ っ た 場 合 、 町 長 は 大 盤 振 る 舞 い す る 腹 づ も り は あ る ん

ですか。  

○委員長（清水孝夫君）  
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  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  ただいま現状で十六、七名の陶芸クラブという今、福祉課長の説明でございましたけれども、私は御年配の方にやっぱ

り 趣 味 と か 生 き が い を 持 っ た 方 が 輝 い て 日 々 暮 ら し て い ま す 。 新 し く な っ た 暁 に は 、 で き れ ば も っ と も っ と 老 連 の 人 た

ち に そ こ を 活 用 し て い た だ く よ う な 教 室 を 開 く と か 、 そ う い う こ と を し て や っ ぱ り 少 し で も 陶 芸 に か か わ ら ず 生 き が い

を 持 つ 、 趣 味 を 持 つ 、 そ う い う 老 連 と の 連 携 も 視 野 に 入 れ な が ら や っ て い き ま す 。 た だ 、 大 盤 振 る 舞 い と い う よ う な 考

え は 全 く ご ざ い ま せ ん 。 財 政 も 厳 し い 折 、 た だ 、 壊 れ ち ゃ っ て も う 使 い 物 に な ら な い と こ ろ を 、 こ れ は 福 祉 対 策 の 一 環

で 今 整 備 す る と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 委 員 各 位 の 皆 さ ん に は 何 と ぞ ご 理 解 し て い た だ け れ ば な と 思 っ て ご ざ い ま

す。以上であります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  農業振興費、農林水産業費なんですけれども、ページ数でいくと七十七ページの担い手確保・農地集積事業費補助金四

千 六 百 五 十 五 万 ほ ど に な っ て い る ん で す け れ ど も 、 こ れ は ど う い う ふ う な 内 容 に 使 わ れ る の か と い う こ と を 説 明 し て い

ただきたいと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  担い手確保・農地集積事業の内容でございますが、一つは青年就農給付金、新規で農業を始める人については収入がな
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い と い う こ と で 最 高 百 五 十 万 円 、 一 年 に 、 最 高 五 年 間 出 ま す 。 そ れ と 、 も う 一 つ は 中 間 管 理 機 構 の 農 地 の 集 積 協 力 金 、

つ ま り 農 業 を リ タ イ ア す る と 、 や め た い と 、 農 地 を 貸 し た い と い う 方 に つ い て 、 そ の 面 積 に 応 じ て 一 回 き り で す が 、 お

金 を 出 す と 。 五 反 歩 以 下 で 三 十 万 、 二 町 歩 ま で で 五 十 万 、 そ れ 以 上 が 七 十 万 と い う こ と で 、 そ れ ら が 入 っ て ご ざ い ま す 。

一 応 こ の 中 身 、 予 算 的 な も の に つ き ま し て は 、 青 年 就 農 給 付 金 に つ い て は 継 続 が 十 五 名 で す 。 そ れ か ら 、 新 規 の 方 で 四

名 と い う こ と で 、 十 九 名 見 て ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 、 機 構 の 集 積 協 力 金 で す 。 地 域 集 積 協 力 金 、 こ れ が 二 十 四 ヘ ク タ ー

ル を 二 万 円 と い う こ と 、 そ れ か ら 経 営 転 換 協 力 金 、 こ れ は さ っ き 言 い ま し た 五 反 歩 以 下 三 十 万 、 そ れ か ら 五 十 万 、 こ れ

ら が 八 戸 、 合 わ せ て 二 十 四 戸 を 見 込 ん で ご ざ い ま す 。 済 み ま せ ん 、 二 町 歩 以 上 が 二 戸 あ り ま す か ら 二 十 六 戸 想 定 し て ご

ざいます。その予算四千六百五十五万六千円でございます。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  後継青年の新規就農、これに支援するということはこれからも必要だろうと思うんですけれども、農地の集積のほうな

ん で す け れ ど も 、 い ず れ に し て も こ の 事 業 は な か な か 進 ま な い と い う か 、 今 ま で も や っ て き て い る の で 限 界 が あ る と か 、

あ る い は さ ま ざ ま な 要 因 が 考 え ら れ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 農 地 集 積 事 業 を 進 め て い く 上 で 、 先 ほ ど で は 二 十 六 戸 ほ

ど を 対 象 に し て い る ん だ と い う お 話 だ っ た ん で す け れ ど も 、 そ れ は 全 体 の 計 画 か ら 見 て そ う い う ふ う に 予 算 化 し た も の

な の か 、 こ れ ぐ ら い は 確 実 に い き ま す よ と い う も の な の か 、 県 と の や り と り の 中 で 二 十 六 戸 ぐ ら い で き る 予 定 な ん だ と 、

そういう見通しについてはどういうふうにお考えなんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  農政課長。  
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○農政課長（三上正裕君）  

  今回の新年度の予算化した内容、積算でございますが、これにつきましては二十六年度に希望が上がっています。ただ

し 、 国 の 予 算 の 関 係 で 執 行 で き な か っ た 部 分 が あ る と い う こ と で 、 そ れ ら の 積 み 上 げ が ほ と ん ど で ご ざ い ま す 。 以 上 で

ございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  同じページの農業振興費の町認定農業者協議会補助金十万円、認定農業者は町で認定している農家が二百人以上いると

思 っ て い る ん で す が 、 今 、 国 の 農 政 と か は ほ と ん ど 認 定 農 業 者 対 象 に 行 わ れ て い て 、 そ の 認 定 農 業 者 で つ く る 協 議 会 の

補 助 金 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 十 万 円 、 町 の 将 来 の 農 業 を 担 う 人 た ち の 協 議 会 の 活 動 費 が 十 万 円 の 助 成 と い う の は 全

く 寂 し い 話 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 む し ろ 町 の 農 業 を 担 っ て い く ん で す か ら 、 も っ と 補 助 金 を 出 し て 刺 激 し て 情 報 交

換 な り 優 良 経 営 の 事 例 を 参 考 に し た り 、 そ う い う 視 点 も 欲 し い と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 下 の 先 進 地 派 遣 事 業 補 助 金

十 四 万 円 、 こ れ が 認 定 農 家 の 先 進 地 視 察 の 補 助 金 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 こ れ も 十 四 万 円 で ど こ さ 行 け る の か と い う 、

ど こ の 優 良 事 例 と か の 勉 強 で き る の か と い う 感 じ は す る ん で す け れ ど も 、 そ の 点 に つ い て 今 回 の 予 算 を 編 成 す る に 当 た

って農政課ではどのような考えでもってやったのか、お願いいたします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  認定農業者の補助金ということで、現在、認定農業者、当町には二百三十九名ございます。そのうちの協議会、ここに
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十 万 円 補 助 出 し て い る 部 分 に つ い て は 会 員 が 百 十 名 で す 。 全 員 入 っ て ご ざ い ま せ ん 。 予 算 の 関 係 で 会 費 が 三 千 円 と い う

こ と で す が 、 こ の 十 万 円 に つ い て は あ く ま で も 運 営 費 と い う こ と で 出 し て ご ざ い ま す 。 た だ 、 研 修 費 の ほ う が 十 四 万 、

去 年 ま で 二 十 万 見 て い た ん で す が 、 や は り 毎 年 毎 年 確 か に 研 修 は し て ご ざ い ま す 。 視 野 を 広 め る と い う 意 味 で は 当 然 な

が ら 必 要 で ご ざ い ま し て 、 た だ 、 十 四 万 と い え ば 確 か に 研 修 に 行 く と い え ば 少 な い ん で し ょ う け れ ど も 、 こ と し こ う い

う 話 を し ま し た 。 で き れ ば 、 例 え ば 今 海 外 等 で も 結 構 リ ン ゴ 等 で も 輸 出 し て い る 場 面 も あ る わ け で ご ざ い ま す が 、 町 と

し て は 仮 に そ う い う 大 き な 研 修 を や っ た 場 合 に 、 こ れ 私 の 考 え で 言 う こ と に な ろ う か と 思 い ま す け れ ど も 、 自 分 た ち は

こ う い う の を 見 て き た い ん だ と い う こ と で あ れ ば 、 海 外 で も 当 然 の こ と な が ら 問 題 な く 考 え て い か な け れ ば な ら な い の

か な と 思 っ て い ま す 。 こ う い う 団 体 に つ い て は 自 分 た ち が や は り 考 え て 、 こ こ を ぜ ひ 見 て き た い と い う こ と で あ れ ば 、

そ れ 以 上 、 そ の 研 修 費 の 一 部 の 助 成 と い う こ と で 出 す の は や ぶ さ か で な い と 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ う い う 面 で は 、 や は

り 団 体 で そ う い う 計 画 を 立 て て 出 し て い た だ き た い と い う 話 で ご ざ い ま す 。 そ れ は 会 長 の ほ う に も お 話 し し て お り ま す

ので、よろしくお願いいたします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  町で認定する認定農業者で、しかも認定農家を中心に農業政策がやられているということなので、これはこういう人た

ち の 研 修 機 会 と か 勉 強 す る 機 会 と い う の は 町 で 長 期 的 な 展 望 を 持 っ て 計 画 的 に 行 わ れ る べ き で あ っ て 、 ま し て 今 こ う い

う 国 際 化 さ れ て い る 時 代 で あ る し 、 農 産 物 で も 海 外 に 輸 出 し た り 、 Ｔ Ｐ Ｐ の 問 題 と か い ろ ん な 国 際 情 勢 に 左 右 さ れ る 時

代 に な っ て い る の で 、 積 極 的 に 町 が 計 画 的 に 海 外 派 遣 事 業 を 起 こ し て い く と か 、 そ う い う 観 点 か ら も 必 要 か と 思 う ん で

すけれども、多分町長も認定農家だと思います。私も認定農家ですけれども、その辺どうお考えなのか。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  担当事務局の担当課長がお答えしたのが、この十万円に関しては運営事務費だと。それから、十四万に関しては毎年や

っ て い る 、 大 体 同 じ 人 ば か り 行 っ て い る み た い で ご ざ い ま す 。 奈 良 岡 委 員 が お 話 し し た よ う な こ と は 、 意 図 は す ご く 私

も そ う 思 い ま す 。 昨 年 の 前 払 い 金 が 価 格 低 迷 し た 。 よ っ て 、 去 年 そ れ を 前 に 前 ど り し て 、 農 政 課 に は 水 田 複 合 ビ ジ ョ ン

の 策 定 に 入 る よ う に と い う こ と で 、 ア ン ケ ー ト も 今 集 約 し て 弘 前 大 学 に 委 託 し て い ま す 。 間 も な く そ れ い た だ く こ と に

な っ て い ま す 。 そ の 辺 も も ろ も ろ 検 討 し な が ら 、 ど う い っ た ら 我 が 町 の 農 業 活 性 化 に な る か 、 そ の 研 修 だ け に 限 ら ず 、

も っ と も っ と 深 く 掘 り 下 げ な が ら 多 角 的 に い ろ い ろ 見 て 、 そ の 中 で 認 定 農 業 者 の 中 か ら こ う い う と こ ろ の 視 察 研 修 を し

た い と い う の で あ れ ば 、 先 般 わ い 化 研 究 会 を 主 体 に し て 台 北 の ほ う に 現 地 視 察 、 旧 正 前 に 行 き ま し た け れ ど も 、 そ の と

き も 議 会 の 皆 さ ん の 理 解 の も と 、 研 修 費 の 三 分 の 一 助 成 し て ご ざ い ま す の で 、 そ う い っ た 機 会 を 事 あ る ご と に い ろ ん な

団 体 に 呼 び か け な が ら 、 さ ら に 活 性 化 の た め に い い 刺 激 に な る よ う な 研 修 会 、 も し く は 視 察 研 修 、 そ れ を 各 方 面 の 皆 さ

んと協議したいと思っております。ありがとうございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  緊縮財政の中で編成される予算でなかなか大変だと思いますけれども、こういう担い手を育成するための予算までそう

い う 財 政 事 情 が 反 映 さ れ る の で は な く 、 町 長 が 言 っ た よ う に 研 修 し た い と こ ろ が あ れ ば 予 算 つ け る と か 、 そ う い う 問 題

で も な い と 思 う ん で す よ 。 町 が 将 来 の 町 の 農 業 を ど う や っ て い く の か と い う 、 そ う い う 長 期 的 な ビ ジ ョ ン の も と に ど う
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い う 研 修 計 画 を つ く る の か 、 ど う い う 農 政 を 展 開 し て い く の か と い う の が 必 要 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 点 に つ い

てどう思いますか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  二十七年度の水田複合経営ビジョンの策定に来年度から着手します。その中で認定農業者の皆さん、あるいはまたそれ

に 加 盟 し て い な い 農 家 の 団 体 も 数 多 く あ る と 思 い ま す の で 、 一 度 腹 を 割 っ て 農 家 の 皆 さ ん の お 話 を 聞 き な が ら 、 な お 今

の 現 状 の 農 業 経 営 に 満 足 す る こ と な く 、 い ろ ん な 面 か ら 検 討 し て い き た い と 、 そ う い う 考 え で い ま す 。 そ の 都 度 そ の 都

度 、 奈 良 岡 委 員 さ ん か ら は 具 体 的 な 提 言 も い た だ い て ご ざ い ま す の で 、 そ の 都 度 そ の 都 度 ま た 提 言 い た だ け れ ば な と 思

っております。よろしくお願いします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  ちょっとページ数はわからなくなったんですけれども、祭りですね。秋まつり、総務課の中でありましたね。六百数十

万 で す ね 。 ま つ り 実 行 委 員 会 補 助 金 六 百 六 十 五 万 、 ペ ー ジ 数 四 十 五 。 そ れ で 、 町 長 の 気 持 ち と し て は 、 こ と し は 常 盤 で

開 催 す る ん で す か 。 最 終 的 に は ど の 段 階 で ど こ で 決 ま る よ う な こ と に な る ん で し ょ う か 。 そ の 辺 の 施 行 形 態 と い い ま す

か、その辺どういうふうなお考えで臨むんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  平田町長。  
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○町長（平田博幸君）  

  まず、昨年の十一月末の秋まつりの最後の実行委員会、ことしになってから収支決算をちゃんと確定してから総反省も

踏 ま え て 次 年 度 の 開 催 に つ い て ご 意 見 を い た だ い た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 そ の 中 で 、 日 に ち は 次 年 度 、 平 成 二 十 七 年 の

秋 は 十 一 月 二 十 二 、 二 十 三 日 、 第 四 の 日 月 の 連 休 に 開 催 す る こ と を 決 定 し て ご ざ い ま す 。 そ し て 、 四 月 中 に 次 年 度 の 第

一 回 目 の 実 行 委 員 会 を 開 い て 、 四 月 中 に は 場 所 の 確 定 を し た い と 思 っ て お り ま す 。 い ず れ に し ま し て も 、 座 談 会 等 で 多

く の 町 民 か ら 、 常 盤 地 区 で も 小 学 校 も で き た し 、 そ の お 披 露 目 も 兼 ね な が ら あ の 場 所 で や り た い と い う 意 見 も あ り ま し

た 。 あ る い は ま た 、 町 民 力 の 結 集 し た 結 果 、 過 去 二 カ 年 、 非 常 に 来 る 人 も 町 内 外 か ら ふ え て い る の も 現 状 で ご ざ い ま す 。

運 営 の 事 務 方 の い ろ い ろ な ご 意 見 も 聞 け ば 、 駐 車 場 の 手 配 や ら 運 営 ス タ イ ル の 手 配 や ら 、 も ろ も ろ あ り ま す の で 、 そ の

辺は四月の第一回目の実行委員会で確定、決定して、秋に向かいたいと思っております。以上であります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  この間の経過もあるんですけれども、開催場所を常盤地域でやる方向で調整していただけたらなと思っています。  

  教育予算のことについてお聞きいたします。ページ数は百八ページです。教育費、社会教育費の十三節委託料、その中

で ス ポ ー ツ プ ラ ザ と き わ ピ ア ノ リ フ ト 保 守 点 検 業 務 委 託 料 四 万 九 千 円 、 そ れ か ら ス ポ ー ツ プ ラ ザ と き わ 自 動 ド ア 保 守 業

務 委 託 料 、 こ れ 八 千 円 と い う 内 容 に な っ て お る ん で す け れ ど も 、 こ の ピ ア ノ リ フ ト 保 守 点 検 業 務 委 託 料 と い う の は ど ん

な必要性に応じて支出されるものなんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  生涯学習課長。  
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○生涯学習課長（小杉利彦君）  

  このピアノリフト保守点検につきましては、エレベーターといいますか、昇降機が建築基準法第十二条に基づき、資格

者 の 検 査 を 受 け て 、 そ の 結 果 を 定 期 的 に 監 督 庁 に 報 告 し な け れ ば な ら な い と い う こ と を 義 務 づ け ら れ て お り ま す の で 、

そうしたことも含めて安全の維持管理のための点検をしているところでございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  金額も多くないので、ぜひ執行してほしいというふうには思うんですけれども、委員長にお願いしたいんですけれども、

関 連 し て お 聞 き し た い 。 ス ポ ー ツ プ ラ ザ の こ と に つ い て お 聞 き し た い と 思 い ま す 。 現 在 、 中 学 校 で ス ポ ー ツ プ ラ ザ を 利

用 し て 社 会 人 の ス ポ ー ツ 活 動 、 そ れ か ら 中 学 校 の 体 育 活 動 あ る い は 卒 業 式 、 さ ま ざ ま な こ と で 利 用 し て い る わ け で す 。

私 が 聞 き た い の は 、 予 算 書 に は 書 か れ て い ま せ ん け れ ど も 、 渡 り 廊 下 、 あ そ こ に 段 差 が あ る こ と が 何 年 来 い ろ い ろ な 方

が 要 望 し て も 全 然 解 決 さ れ な い と い う こ と が あ る わ け な ん で す け れ ど も 、 屋 根 が か か っ て い る 状 態 、 下 が 段 差 に な っ て

い る と い う 、 こ れ は や っ ぱ り バ リ ア フ リ ー の た め に も き ち ん と 渡 り 廊 下 を 中 学 校 か ら 体 育 館 に つ く る べ き も の じ ゃ な い

のかなと思っておるんですけれども、一貫して実現しないのはどういう理由なんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  学務課長。  

○学務課長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。中学校の校舎、あとスポーツプラザについては社会教育施設ということがございまして、あれが中

学 校 の 体 育 館 で あ れ ば 特 に 多 分 そ の 当 時 問 題 な く 渡 り 廊 下 も 併 設 し な が ら 行 え た と 思 う ん で す が 、 当 時 は 中 学 校 の 体 育
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館 も 、 今 現 在 も グ ラ ウ ン ド の ほ う に ご ざ い ま す 。 社 会 体 育 施 設 と い う こ と で 建 設 し て い ま す の で 、 一 応 そ の 渡 り 廊 下 に

つ い て は 消 防 法 の 絡 み も ご ざ い ま す 。 そ れ を 結 局 、 渡 り 廊 下 を く っ つ け る こ と に よ っ て 一 体 の 建 物 に な る と い う こ と で 、

消 防 法 の 防 火 管 理 と い い ま す か 、 そ ち ら の 基 準 も ク リ ア で き な く な る と い う こ と が 一 つ と 、 地 域 総 合 整 備 事 業 債 と い う

起 債 を 使 用 し て 建 設 し て い ま し て 、 そ の 残 債 が ま だ 残 っ て い ま す の で 、 そ れ の 償 還 が 終 わ っ た 時 点 で 、 も し や る の で あ

れば検討したいなと思っています。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  償還が終わるのはいつごろなのかということもあるんですけれども、問題は防火基準の問題もあるんだろうと思います

け れ ど も 、 私 ど も と い う か 、 普 通 の 人 が 要 望 し て い る の は 、 び っ た と 明 徳 中 学 校 の 校 舎 と そ れ か ら ス ポ ー ツ プ ラ ザ と き

わ の 廊 下 を つ な い で し ま え と い う こ と 、 簡 易 な こ と で ク リ ア で き る ん で は な い か と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 そ れ で

も 消 防 法 の 問 題 は 置 い て お い て も 、 補 助 金 の 問 題 は そ う い う 繰 り 上 げ 償 還 だ と か な ん と か さ れ る と い う こ と に な る ん で

す か 。 そ の 辺 は ど う い う 見 通 し な の か 、 こ の 点 に つ い て は こ れ で 終 わ り ま す け れ ど も 、 再 度 お 答 え 願 い た い と 思 い ま す 。  

○委員長（清水孝夫君）  

  学務課長。  

○学務課長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。今、浅利委員がおっしゃったとおり、簡易なものではということなんですが、基本的に実際、今現

在 使 わ れ て い る 場 所 も 非 常 口 と い う こ と で 、 あ そ こ の 扉 自 体 が 非 常 口 と い う 観 点 の も と に 設 計 と い う か 、 つ く ら れ て い

る こ と も ご ざ い ま し て 、 そ れ を 簡 易 な も の で 設 置 し ま し て 、 そ こ を 結 局 避 難 所 と し て 使 え な く な る と 、 ま た そ れ も 消 防
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法 と し て 使 え な い と い う か 、 基 準 に な り ま す の で 、 一 応 そ こ ら 辺 も 考 慮 し な が ら 今 後 検 討 し て い き た い な と 思 っ て い ま

す。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。野呂委員。  

○野呂日出夫委員  

  それでは、ページ数が八十一ページの商工費の中の備品購入費のワンタッチテント百三万ほどですけれども、このぐら

いの予算でどの程度の何基ぐらい購入できるものですか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  今回提案しました備品百三万円は、ワンタッチテント四基を購入する予定でございます。なお、この購入したテントは、

今 ま で も 古 い 祭 り 用 の テ ン ト を 貸 し 出 し し て お る ん で す け れ ど も 、 非 常 に 頻 度 が 高 い と い う こ と か ら 、 新 し い テ ン ト で

貸し出しする予定で購入するものでございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  野呂委員。  

○野呂日出夫委員  

  それで四基購入すれば、総体で何基ぐらい町で保有することになるんですか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  企画財政課長。  
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○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  過去、平成十年ごろから順次購入した古いテントが二十三基ございます。それから、昨年購入した防災テントとして三

十八基、それと今の予算で購入する四基ということでございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  野呂委員。  

○野呂日出夫委員  

  わかりました。それから、教育費の中の、これは小学校、藤小、中央小学校、常盤小学校、それから藤中、明徳、各学

校 に か か わ る こ と な ん で す け れ ど も 、 臨 職 な ん で す け れ ど も … … （ 「 何 ペ ー ジ で し ょ う か 」 の 声 あ り ） 九 十 五 ペ ー ジ 、

九 十 七 ペ ー ジ 、 九 十 八 ペ ー ジ 、 百 ペ ー ジ 、 百 二 ペ ー ジ に な り ま す 。 全 部 、 臨 時 職 員 の 給 与 な ん で す け れ ど も 、 こ れ が 余

り に も 金 額 的 に 違 い ま す の で 、 例 え ば 藤 小 の 場 合 は 百 八 十 九 万 四 千 円 、 中 央 小 学 校 の 場 合 は 三 百 八 十 四 万 四 千 円 、 常 盤

小 学 校 の 場 合 、 四 百 九 万 円 、 同 じ 小 学 校 で も 倍 以 上 違 い ま す の で 、 そ の 人 員 配 置 等 に つ い て 、 ま た 中 学 校 の 場 合 も 明 徳

中 学 校 は 三 百 九 十 三 万 四 千 円 、 藤 中 の 場 合 は 百 七 十 六 万 円 で す の で 、 同 じ 臨 職 の 人 員 の 中 で も 倍 以 上 違 う よ う な 形 で す

の で 、 人 員 の 配 置 と か そ う い う こ と で 違 う も の か な と 思 っ て は い ま す け れ ど も 、 そ の 中 身 に つ い て お 知 ら せ 願 い た い と

思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  各学校の臨時職員の賃金というお話でございますが、百万円台のところは一人でございます。三百万、四百万円台のと

ころは二人というふうに考えていただければよろしいかと思います。以上でございます。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  ほかにございませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  同じく教育費のところの給食センターのところで、臨時職員、これはページ数でいくと九十四ページになります。臨時

調 理 員 賃 金 四 百 九 十 万 、 こ れ は 何 人 分 の こ と な の か と い う こ と と 、 そ れ か ら 賃 金 が 従 来 と 同 じ 体 系 な の か 、 時 間 給 で 改

善された面もあるのかないのか、その辺についてお聞きいたします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  お答えいたします。まず、臨時調理員、こちらはパートでございます。その下の臨時職員がフルタイム、月額の方たち

でございます。パートは七名予定、時間給は変わらず七百円で積算しております。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  ページ数でいきますと、土木費、八款二項の除雪事業費、八十五ページです。ことしは雪も十二月、一月は多かったけ

れ ど も 、 二 月 に な っ て か ら 雪 の 量 も 少 な く 、 本 当 に 天 の 助 け と い う か 、 専 決 処 分 も 機 敏 に や っ て 対 応 し た の じ ゃ な い か

な と 思 っ て お り ま す 。 来 年 度 の 執 行 と い い ま す か 、 そ れ に 関 す る こ と で お 聞 き し た い ん で す け れ ど も 、 こ こ で も 賃 金 三

百 五 十 一 万 ほ ど 計 上 し て お る ん で す け れ ど も 、 こ れ は ロ ー タ リ ー だ と か 、 直 接 役 場 で 雇 う 人 の 賃 金 と い う 意 味 な ん で し

ょ う か と い う こ と が 一 つ と 、 も う 一 つ 、 こ と し も 含 め て 一 月 中 旬 か ら の 一 週 間 、 十 日 、 そ の 辺 で 非 常 に 交 差 点 の 見 通 し
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が 悪 い と い う と こ ろ が 出 て く る わ け で す 。 歩 行 者 と 、 そ れ か ら 自 動 車 も 通 勤 用 に 使 っ て い る と い う 関 係 も あ り ま す の で 。

交 差 道 路 の 除 雪 と い う か 、 最 小 限 見 通 し を よ く す る と い う か 、 そ の た め の 手 だ て も 必 要 な の で は な い か な と 思 っ て い る

んですけれども、その辺はどういうふうな予算でやっていくんでしょうか。その辺をお聞きしたいと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。一点目の除雪の人夫賃ですが、これは直接町が雇うという形でございます。これは四人分でござい

ます。  

  あと、交差点の除雪に関してですが、やはり一番雪が最中降っている時点におきましては交差点の除排雪までは手が回

ら な い と い う よ う な 現 状 で ご ざ い ま す 。 交 差 点 の 除 雪 に 関 し ま し て は 、 一 旦 道 路 の 除 雪 が 落 ち つ い た 時 点 で 業 者 の ほ う

に排雪という形でやらせているような現状でございます。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  現状は交差点の雪の、通学路の確保だとか、そういうのにも力を入れて実際はやっているということはわかるんです。

た だ 、 交 差 点 の 雪 が 寄 せ ら れ た り 、 あ る い は 県 道 と 普 通 の 町 道 の 境 目 だ と か 、 ほ と ん ど 車 半 分 出 な い と 、 半 分 っ て 三 分

の 一 出 な い と 行 け な い と い う 状 況 も あ る わ け で す の で 、 そ の 辺 、 具 体 的 に 除 雪 業 者 に そ れ も 委 託 す る と い う こ と で は な

く て 、 後 回 し に な る の で 、 そ の 辺 独 自 に 体 制 を と っ て や る 必 要 に つ い て は ど の よ う に 執 行 し て い く つ も り な の か 、 お 聞

きしたいと思います。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えします。除雪の性格上、交差点に雪が集まるというのはこれは現状ではどうもならないことでございまして、確

か に 交 差 点 の 見 通 し が 悪 い と い う 苦 情 な り 要 望 な り は 常 に 来 て お り ま す け れ ど も 、 そ の 都 度 や は り 除 排 雪 を す る と い う

の は な か な か 現 状 で は 難 し い 状 況 で ご ざ い ま す 。 や は り 一 斉 の 排 雪 時 、 そ う い う と き に ま と め て 排 雪 す る と い う 方 法 に

ならざるを得ないような状況でございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）なければ、これで質疑を終結いたします。  

  これから本案を採決いたします。  

  本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○委員長（清水孝夫君）  

  異議がありますので、討論を行います。  

  まず、原案に反対者の発言を許します。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  詳しくは本会議で述べたいと思いますけれども、平成二十七年度予算は歳入歳出七十億七千万円ほどの予算であり、町

民 の 福 祉 、 教 育 、 子 育 て 支 援 、 農 業 な ど に 使 わ れ る 、 町 民 の 暮 ら し に 直 結 す る 予 算 で あ り ま す 。 担 当 課 、 財 政 当 局 、 国

保 、 介 護 、 農 政 の 担 当 者 に お い て も 苦 労 し て 作 成 さ れ た 予 算 で あ る と い う 、 そ の 点 に つ い て は 評 価 す る も の で あ り ま す 。  
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  しかしながら、本予算に賛成できないその理由の一つは、原子力施設立地対策事業補助金二千百万円を計上し、若干こ

の 間 改 良 さ れ て 県 の 補 助 金 が 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー な ど も 予 算 化 し て い る と い う よ う な こ と は あ り ま す け れ ど も 、 核 燃 サ

イクル施設に依存する状態を脱すべきだと思っております。  

  もう一つは、国の施策でもあるんですけれども、社会保障・税番号制度システム整備業務委託料五千五百三十万円、こ

れ に つ い て も マ イ ナ ン バ ー 制 度 の た め の 投 資 で あ る ん で し ょ う け れ ど も 、 直 ち に 緊 急 的 に 実 施 す る 必 要 も な い も の で は

ないかと思いますので、本予算に賛成できません。  

  以上で、賛成できない理由にさせていただきます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  次に、原案に賛成者の発言を許します。奈良委員。  

○奈良完治委員  

  予算案に賛成するものであります。普通交付税の減額の中、町政発展、福祉向上に努めた予算のように思います。特に

少 子 高 齢 化 、 中 学 生 ま で の 医 療 費 の 給 付 事 業 の 継 続 、 高 齢 者 対 策 と し て 老 人 ク ラ ブ へ の 助 成 、 そ し て 藤 崎 陶 芸 ハ ウ ス の

改 築 工 事 な ど 、 生 き が い の あ る 政 策 、 ま た 農 業 振 興 対 策 で も 農 産 物 の 拠 点 づ く り 、 担 い 手 育 成 な ど 、 産 業 の 活 性 化 を 図

る予算のように思い、賛成するものであります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに討論はありませんか。（「なし」の声あり）これで討論を終わります。  

  これから本案を採決いたします。この採決は起立によって行います。  

  本案について原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。  

     〔賛成者起立〕  
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○委員長（清水孝夫君）  

  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。  

  以上で本日の日程は終了しました。  

  本日はこれにて散会いたします。  

  大変お疲れさまでした。  

     散  会  午後二時四十八分  

                                                   

 

 


